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第 1章 溝辺の素顔

溝辺の日の出 （昭和62年元旦・上床公園）

古
来
溝
辺
町
は
純
農
山
村
地
帯
と
し
て
生
計
を
営
み
、
開
拓
精
神

代
の
変
遷
を
経
て
昭
和
一二
十
四
年
町
制
が
施
行
さ
れ
た
。

子
、
三
縄
、
麓
、
崎
森
）
が
合
併
し
村
制
が
施
行
さ
れ
、
幾
多
の
時

に
富
み
、
優
良
な
生
産
地
帯
と
し
て
そ
の
地
歩
を
確
立
し
、
現
在

明
治
二
十
二
年
町
村
制
施
行
に
伴
っ
て
、
五
大
字
（
有

川
、
竹

で
あ
る
。

溝
辺
町
は
古
代
三
山
悛
の
中
、
天
津
日
高
彦
火
火
出
見
尊
の
御

溝
辺
の
素
顔

県
都
鹿
児
島
市
か
ら
北
東
ヘ
―
――
五
虹
、

旧
大
隅
国
と
薩
摩
国
の
接

点
姶
良
郡
の
中
央
部
に
位
置
し
、
標
高
二
五

0
1
"
~
~
二
八
〇
屈
の

一

仰
き
、
南
に
雄
峰
桜
島
を
望
み
、
視
界
雄
大
に
し
て
緑
豊
か
な
古
い

む
ら邑
で
あ
る
。

陵
、
高
屋
山
上
陵
の
御
在
所
で
あ
り
、
悠
久
一―1
0
0
0年
の
歴
史
の

上
に
由
緒
深
き
古
い
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
八

0
0
0人
の
町
民

ー
し

一
体
と
な
り
孜
々
営
々
と
し
て
町
‘
、
つ
く
り
に
力
を
合
わ
せ
て
い
る
町

つ
の
丘
陵
地
帯
。
東
に
霊
峰
高
千
穂
峰
を
中
心
と
す
る
霧
島
連
山
を

第
一
章
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茶
•
そ
菜
園
芸
・
果
樹
・
畜
産
•
特
殊
林
産
の
町
と
し
て
食
糧
供

給
の
基
地
と
し
て
の
一
翼
を
に
な

っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
七
年
新
鹿
児
島
空
港
が
十
三
塚
原
に
開
港
さ
れ
て
以

来
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
の
開
設

・
空
港
を
中
心
と
す
る
道
路
網

の
整
備

・
土
地
の
有
効
利
用

・
近
代
施
設
の
装
備

・
情
報
社
会
の

活
用
、
企
業
進
出
な
ど
一
大
転
機
を
迎
え
、
産
業
の
構
造
も
変
化

し
つ

つ
あ
り
、
溝
辺
町
も
新
し
い
時
代
の
重
要
な
役
割
と
そ
の
責

任
を
果
た
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
創
造
の
町
で
あ
る
。
静

と
動
の
町

・
若
き
カ
・
血

の
燃
え
る
町
・

こ
れ
が
近
代
溝
辺
の
素

顔
と
い
え
よ
う
。

一
系
の
皇
祖
の
祖
父
の
鎮
も
れ
る
わ
が
産
土
を
誇
り
か
に

愛

づ

久

藤

三

千

夫

高
屋
山
上
陵
は
、
ほ
ぽ
わ
が
町
の
中
央
に
あ
る
、
落
ち
つ
い
た

山
容
は
純
朴
な
町
民
性
を
育
ん
で
き
た
。
我
々
は
御
霊
の
鎖
ま
る

こ
の
郷
を
愛
し
、
み
ど
り
豊
か
な
こ
の
ふ
る
さ
と
を
誇
り
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

す
め
ら
ぎ
の
姫
を
見
初
め
し
丘
と
言
ふ
「
み
そ
め
」
の
訛

り
溝
辺
と
な
り
ぬ

二
見
み
さ
お

大
河
内
の
丘
は
、
そ
の
昔
彦
火
火
出
見
尊
が
、

JUt
早
玉
姫
と
の
見

合
い
の
丘
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
そ
の
見
そ
め
の
丘
が
溝
辺
と
、

（竹山）

（
石
原
）

な
ま
っ
た
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
神
話
二
つ
の
玉
に
な
る

龍
宮
の
黄
金
の
い
ら
か
は
、
新
し
い
麦
わ
ら
の
屋
根
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

ふ
る
さ
と
の
大
屋
根
の
ご
と
仰
ぐ
山
す
め
ろ
ぎ
祀
る
高
屋

み

さ

さ

ぎ

（

有

川

）

岩

元

右

京

山
の
ふ
も
と
か
ら
見
上
げ
る
山
陵
の
形
は
、
あ
た
か
も
カ
ヤ
ぶ

き
の
大
屋
根
を
仰
ぐ
よ
う
に
、
ど
っ
し
り
と
梯
形
に
す
わ
っ
て
い

る
。
霧
島
や
横
嶺
、
丸
岡
か
ら
見
て
も
、
溝
辺
台
地
の
高
屋
山
陵

は
、
く
っ
き
り
と
際
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ふ
る
さ
と
の
誇
り

が
あ
る
。

う
た
げ

神
の
代
の
み
そ
め
の
丘
は
花
盛
り
大
宮
人
の
宴
に
ぎ
は
し

（
石
峯
）
住
吉

利
雄

高
屋
山
上
陵
を
も
つ
溝
辺
は
、
歴
史
と
景
と
神
話
の
町
で
も
あ

る
。
彦
火
火
出
見
尊
と
、
豊
玉
姫
は
こ
の
大
川
内
丘
で
見
合
い
を

さ
れ
て
、
み
そ
め
の
丘
が
「
溝
辺
」

に
な
ま
っ
た
も
の
だ
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
大
宮
人
ら
の
に
ぎ
や
か
な
宴
が
、
遠
い
昔
と
と
も

に
現
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

ふ

る

さ

と

は

松

籟

に

満

ち

花

木

苺

狂

花

昭
和
七
、
八
年
当
時
の
溝
辺
町
は
草
深
い
農
村
で
あ
っ
た
。
句

は
そ
の
情
景
の
追
憶
で
あ
り
、
郷
愁
に
胸
が
痛
む
。
太
平
洋
戦
争

末
期
の
特
攻
基
地
、
近
年
の
大
型
空
港
開
設
、
高
速
道
路
の
貫

通
、
溝
辺
の
昔
日
の
面
影
ぱ
全
く
変
容
し
た
。
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第2章 地籍 ・人口の変遷

H 
第
二
章

地
籍
・
人
口
の
変
遷

地
籍
調
査
事
業
の
概
要

溝
辺
町
地
籍
の
沿
革

建
久
八
年
（
―
-
九
七
）
の
図
田
帳
に
始
ま
り
文
禄
三
年
（

一

五
九
四
）
の
太
閤
検
地
、
明
治
六
年
(
-
八
七
―
―
-
）
の

地
租

改

正、

そ
れ
に
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
の
地
籍
調
査
事
業
が
主
で
あ

る
。
ま
ず
「
建
久
図
田
帳
」
に
は
‘
[
溝
辺
の
士
地
は
荒
廃
地
と

山
林
が
多
く
、
田
地
の
数
量
は
き
わ
め
て
少
量
」
と
記
録
さ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
文
禄
の
「
さ
お
入
れ
」
と
称
さ
れ
る

太
閤
検
地
は
全
国
統
一
し
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
方
法
に
お
い
て
も

間
尺
寸
お
よ
び
町
反
畝
歩
の
尺
度
基
準
を
も
と
に
、
さ
お
、
な
わ

を
用
い
て
調
査
さ
れ
、

一
筆
ご
と
の
面
積
、
所
在
、
所
有
権
な
ど

が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
明
治
に
な
り
、
行
政
確
立
の
一
端
と
し
て
地
租
改
正
に

伴
う
測
量
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
が
公
簿
と
し
て
登
記
所
・
役
場
に

備
え
て
あ
る
字
絵
図
登
記
簿
で
あ
り
、
最
近
ま
で
重
要
な
役
割
を

昭
和
二
十
六
年
国
土
調
査
法
が
制
定
さ
れ
、
地
籍
調
壺
事
業
の

必
要
性
は
認
識
し
な
が
ら
も
、
財
政
問
題
な
ど
も
あ
り
、
事
業
着

手
に
至
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
昭
和
三
十
六
年
に
池
田
内
閣
の
所

得
倍
増
計
画
を
契
機
と
し
て
全
国
的
な
景
気
回
復
に
伴
い
、
産
業

文
化
の
改
革
の
兆
し
が
み
ら
れ
、
本
町
も
鹿
児
島
空
港
建
設
や
農

業
基
盤
整
備
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
土
地

の
高
度
利
用
に
資
す

る
こ
と
の
重
要
性
に
迫
ら
れ
て
来
た
。
特
に
、
本
町
は
農
業
主
体

の
産
業
形
態
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
整
備
す
る
に
は
正
確

な
土
地
の
基
礎
資
料
を
基
に
計
画
樹
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
籍

調
査
の
成
果
は
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
の
提
供
は
も
と
よ
り
、
私
権

を
守
る
こ
と
で
も
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
昭
和

四
十
六
年
度
を
初
年
度
と
し
て
計
画
面
積
五
三
・
四
四
平
方
屈
を

-
0
カ
年
計
画
で
事
業
開
始
し
た
。
し
か
し
現
況
と
公
図
、
公
簿

と
の
不
一
致
が
は
な
は
だ
し
く
、
ま
た
地
籍
調
査
の
母
体
で
あ
る

一
筆
地
調
査
が
、
空
港
や
九
州
縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
と
の
関
連

ロ

果
た
し
て
き
た
。
今
回
実
施
さ
れ
た
地
籍
調
査
は
こ
れ
ま
で
の
測

量
の
不
明
確
さ
と
比
較
す
る
と
進
歩
し
た
測
星
技
術
に
よ
り
、
時

代
に
即
応
し
た
高
精
度
の
地
籍
図
、
地
籍
簿
の
整
備
と
な
っ
た
。

事
業
の
経
過
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第4図

編

地籍調査事業年度別実施区域図

横川
町

姶

良

町——-

．ヽ．‘、'¥.. 

⑬ 

大字崎森

⑪いヽ
ヘ．
.)_. 

（注） 町全体面積64-45一国有林9,61一ほ場

整備区域1.40=計画面積53.44km2

〇調査年度

... : .-・・・-, 大字界

鵬国有林

ピ］ほ場整備区域

〇
管
理
事
業

実
施
年
度

対
象
面
積

補
助
事
業
費

か
ら
思
い
の
ほ
か
時
間
を
要
し
、
そ
の
た
め
計
画
年
度
の
見
直
し

を
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
当
初
の
一
〇
カ
年
計
画
を
一
三
ヵ

年
に
計
画
変
更
し
た
。
こ
う
し
て
国
・
県
の
適
切
な
指
導
の
も
と

に
、
一
三
年
の
歳
月
を
要
し
て
昭
和
五
十
八
年
度
で
本
事
業
が
完

了
し
た
。
こ
の
成
果
を
完
全
な
形
で
保
管
・
管
理
す
る
た
め
、
さ

ら
に
昭
和
五
十
九
年
、
六
十
年
の
ニ
カ
年
度
に
わ
た
り
地
籍
調
査

管
理
事
業
を
実
施
し
、
両
事
業
の
完
了
を
み
る
に
至
っ
た
。
成
果

が
国
土
開
発
な
ら
び
に
町
行
政
の
多
目
的
な
基
礎
資
料
や
所
有
者

の
所
有
権
確
認
の
基
礎
台
帳
、
公
簿
と
し
て
今
後
広
く
活
用
さ

れ
、
正
確
か
つ
迅
速
な
事
務
処
理
と
と
も
に
的
確
な
町
の
発
展
に

寄
与
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

〇
調
査
事
業

実
施
年
度

事

業

量

昭
和
四
十
六
年
度

1
昭
和
五
十
八
年
度

五
ニ
・
九
一
平
方
桟
（
計
画
面
積
五
―
―
-
•
四
四
平

方
諜
）

補
助
事
業
費

一
億
九
四
―
―
一
万
四

0
0
0
円

昭
和
五
十
九
年
度

1
昭
和
六
十
年
度

五
四
・
八
四
平
方
桟

七
八
九
万
八

0
0
0
円
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第
1
表
年
度
別
事
業
内
容

NN 
-

-

実
績

年
度
1
池
に
勺

I

1
 

平
も
ぢ
料

1登
記
所
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付1碑
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市
並
叫

字
数
1
箪
数
i
面
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I
筆
数
i
面
積
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I
字
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.
.
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.
.

枚
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円
1

有
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1/
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0
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=
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一
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6
0
 
3, 
6
6
0
 
3
.
 
9
6
 
2. 
8
8
5
 
4
.
 
2
6
 

48. 
12. 
1
 
2, 
8
9
2
 
（
測
薩
）
大
正
測
誠
設
計
跨

麓
I
 I
 

1/
1
0
0
0
=
5
2
 

(
面
測
・
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図
）
I/ 

101 

竹子
I
 
1
/
 5
o
o
=
3
5
 

の
一
部
47 
3
,
9
4
8
 
5
.
 
76 
3
,
2
3
6
 
5. 
8
9
 
1/
1000
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5
8
 
49. 
8.14 

5
,
4
5
4
 
（
測
盤
）

Il 

三
縄

I
 

93 
．
 
（
面
測
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1/
 5
0
0
=
1
9
 

I
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部
6
6
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0
5
3
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 5.
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5
 
3
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1
0
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4
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（
測
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）
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面
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9
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測
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// 
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面
測
・複
図
）

l/
 5
0
0
=
4
5
 

竹
子
の
一
部
45 
3
,
3
5
8
 
3. 
72 
2
,
5
5
0
 
3. 
9
7
 
1/
1
0
0
0
=
4
7
 
52. 
3
.
1
8
 
5
,
6
0
4
 
（
測
量
）

II 

9
2
 

（
面
測
・複
図
）

I
 

崎
森
の
一
部
17 
2
,
1
9
0
 
3
.50 
1
,
7
1
6
 
3
.46 
1/
1
0
0
0
=
5
8
 
54
.
 4.
2
0
 
8
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4
4
2
 
（
測
最
）

II 

I
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測
・複
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竹
子
の
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8
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9
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9
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0
,
2
0
6
 
（
測
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（
面
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・複
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贔
—
部

29
¥
 2. 
9
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4. 
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2
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4
 
4. 
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1
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1
0
0
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4
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0
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測
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陸
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4
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設
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面
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4
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第2章 地籍 ・人口の変遷

さ
ら
に
増
加
の
要
因
が
空
港
開
港
当
時
は
社
会
移
動
が
そ
の
主

な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
近
若
人
の

U
タ
ー
ン
現
象
と
企
業
の

定
着
化
な
ど
に
よ
っ
て
出
生
率
が
高
く
な
り
、
一
方
医
療
の
進
歩

衛
生
思
想
の
普
及
な
ど
に
よ
る
平
均
余
命
の
延
長
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
と
思
考
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
自
然
増
と
社
会
増
と
い
う
理

想
的
な
形
態
に
あ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
姶
良
郡
内
の
人
口
状
況
を
見
る
と
、
昭
和
四
十
年
は

下
位
よ
り
三
位
（

一
位
吉
松
町
、
二
位
霧
島
町
）
昭
和
四
十
五
年

は
下
位
よ
り
二
位
（
一
位
吉
松
町
）
昭
和
五
十
年
は
下
位
よ
り
四

位
（
霧
島
町
、
横
川
町
を
抜
く
。
）
昭
和
五
十
五
年
は
下
位
よ
り
四

位
で
変
わ
ら
ず
、
昭
和
六
十
年
に
は
、
福
山
町
を
抜
き
五
位
と
な

っ
た
。
住
民
基
本
台
帳
人
口
の
推
移
か
ら
み
て
も
、
年
間
約
一

〇

う゚

人
口
の
推
移

本
町

の
人
口
の
推
移
は
第
3
表
の
と
お
り
で
、
昭
和
四
十
五
年

国
勢
調
査
時
点
に
底
を
つ
き
、
漸
増
に
転
じ
て
い
る
が
、
全
国
的

に
地
方
は
過
疎
現
象
に
あ
る
中
で
、
人
口
増
加
率
の
高
い
ク
ラ
ス

に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
る
の
も
空
港
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
ろ

八
七
四
八
人

九

0
1――
九
人

一
九
八
五
年
（
国
調
）
七
八
五
四
人

一
九
九

0
年

一
九
九
五
年

1
0
0
 0
年

0
人
の
増
加
基
調
に
あ
る
が
、
長
期
計
画
が
目
標
と
す
る
人
口
到

逹
に
は
、
さ
ら
に
基
礎
的
条
件
整
備
と
産
業
の
振
典
が
必
要
で
あ

ろ
う
。一
方
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
に
財
団
法
人
九
州
経
済
調
査
会
が

「九
州
・
山
口

の
二

0
00
年
人
口
」
と
題
す
る
調
壺
結
果
を
公

表
し
た
が
、
こ
の
中
で
鹿
児
島
県
は
、
総
体
的
に
は
中
程
度
の
人

ロ
の
伸
び
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
統
計
を
つ
ぶ
さ
に
見
て

い
く
と
、
鹿
児
島
市
と
国
分

・
隼
人
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域
の
人

口

増
が
予
測
さ
れ
る
の
と
は
裏
腹
に
、
九
六
市
町
村
の
う
ち
七
四
市

町
村
（
七
七

・
一
貯
）
が
人
口
減
少
と
な
る
と
し
て
い
る
。

推
計
方
法
は
、
一
九
八

0
1
一
九
八
五
年
に
お
け
る
「
出
生」

「
死
亡
」
「
移
動
」
と
い
っ
た
人
口
動
態
の
実
績
を
も
と
に
、
今
後

の
社
会
移
動
率
が
過
去
五
年
間
と
同
様
に
推
移
す
る
場
合
を
想
定

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
町
に
関
す
る
将
来
人

口
の
推
計
は
、
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

八
三
五
三
人
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第 1部総 編

第3表 人口の推移 （単位： 戸 ・人）

年~次 分 人 ロ 密 度
世帯数

総数 I 
一世帯平均

(km'/人）
男 女

45 年 1,893 
6,446 I 

3,151 3,295 3.40 100.02 

50 年 2,054 6,938 3.299 3,639 3.38 107. 65 

55 年 2,654 7,353 3,501 3,852 2. 78 114. 09 

60 年 2,829 7,854 3,702 4,152 2. 77 121. 86 

61 年
2. 738 I ， 8,034 3,787 4,247 2.93 124.65 

62 年 2. 757 8,125 I 3,844 4.281 2.94 126.06 

63 年 2,808 8,205 I I 3,892 4,313 2.92 127.30 
I I 

（注） ① 昭和45年～昭和60年国勢調査

② 昭和61年～昭和63年3月末日 住民甚本台張
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第3章 産業の形態

第
三
章

産
業
の
形
態

本
町
産
業
の
基
幹
は
農
林
業
で
あ
り
、
行
政
も
農
林
業
を
中
心

に
展
開
さ
れ
て
ぎ
た
。

し
か
し
時
代
の
変
遷
、
生
活
形
態
の
変
化

に
よ
り
、
特
に
中
小
規
模
農
家
の
所
得
と
生
活
様
式
向
上

の
ア
ン

バ
ラ
ソ
ス
に
よ
り
、
現
金
収
入
を
求
め
て
農
外
所
得
を
得
る
傾
向

と
な
り
、
兼
業
農
家
の
占
め
る
比
率
は
年
を
お
っ
て
増
加
の
傾
向

に
あ
る
。
ま
た
、
空
港
を
中
心
と
し
た
企
業
活
動
も
活
発
化
す
る

と
と
も
に
、
町
内
居
住
者
も
他
町
か
ら
の
移
住
者
を
含
め
、
そ
の

業
種
は
多
様
化
し
て
き
た
。

こ
の
こ
と
は
第
4
表
「
産
業
別
就
業
者
数
の
推
移
」
と

第

5

表
「
県
民
所
得
と
町
民
所
得
」
に
よ

っ
て
も
明
確
で
あ
る
。
第
一

次
産
業
は
農
林
業
、
第
二
次
産
業
は
建
設
業
、
製
造
業
、
第
三
次

産
業
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、
第
一
次
産
業
の
激
減
と
第
ニ

・
―――

次
産
業
の
伸
長
が
相
対
的
に
顕
著
で
あ
る
。
一

方
町
民
所
得
は
、

県
民
所
得
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
三
年
を

基

準

と
し

て
、
昭
和
六
十
年
の
伸
び
率
は
県
民
所
得
一
三
四
貯
に
対
し
町
民

所
得
一
三
五
貯
で
あ
り
、
特
別
な
伸
び
は
な
い
。
県
内
順
位
に
お

い
て
は
、
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る
が
、
こ
の
要
因
は
、
運
輸

通
信
業
、
金
融
・
保
険
・
不
動
産
業
、
卸
小
売
業
、
給
与
所
得
者

の
所
得
増
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
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第1部 総 編

第4表 産業別就業者数の推移

ご
第一次産業 第二次産業 第三次産業 A ロ 計 国勢調査

人口 ［比率 人口 1比率 人口 1比率 人口 1比 率 人 ロ
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人

35 3,600 83.16 157 3.62 572 13.21 4,329 100 8,259 

40 2,934 79. 79 210 5. 71 533 14.50 3,679 100 7,215 

45 2,608 71. 79 411 11. 31 614 16.90 3,633 100 6,446 

50 1.918 48.59 560 14.22 1,468 37.19 3,956 100 6.938 

55 1,621 40.11 691 16.10 1,729 42. 78 4,041 100 7,353 

60 1. 370 31. 92 851 19.83 2,070 48.24 4,291 100 7,854 

（注） 合計数の不突合、 分類不能による。

第 5表 県民所得と町民所得 (1人当たり単位：円）

｀ 年 度

県 内順位
県民所得 町民所得

体 I町全 村

53 1,187,504 1,260,300 3 1 

54 1,179,915 1,257,744 3 1 

55 I. 236,892 ], 210,458 12 4 

56 1,329,250 1,243,041 13 4 

57 1,364,976 1,399,090 6 1 

58 I. 429,323 1. 443,343 7 2 

59 1. 570, 939 1,607,405 6 1 

60 1,598,245 1. 710,591 6 1 

（注） 県内順位のうち、全体は96市町村中、町村は82町村中の順位。
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第4章 空港・九州縦貫自動車道

鹿
児
島
空
港

昭
和
四
十
七
年
四
月
、
鹿
児
島
空
港
が
近
代
的
設
備
を
備
え
た

大
型
空
港
と
し
て
、
十
三
塚
原
の
台
地
に
開
港
以
来
、
早
く
も
一

五
年
を
経
過
し
た
。
こ
の
間
に
、
わ
が
国
の
経
済
社
会
は
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
に
続
く
激
動
の
時
代
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
含
た
が
、
こ

う
し
た
中
で
鹿
児
島
空
港
は
、
滑
走
路
の
一

―1
0
0
0
}
~
へ
の
延

長
、
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
完
成
な
ど
の
施
設
整
備
が

進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
国
内
・
国
際
路
線
の
拡
充
に
伴
い
、
旅

客
・
貨
物
の
利
用
実
績
も
地
方
空
港
随
一
の
地
位
を
確
保
す
る
な

ど
、
わ
が
国
の
南
の
拠
点
空
港
、
国
際
空
港
と
し
て
、
期
待
ど
お

り
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
含
て
い
る
。
こ
の
鹿
児
島
空
港

の
あ
る
町
、
溝
辺
町
に
と

っ
て
も
、
そ
の
変
容
は
め
ざ
ま
し
い
も

の
が
あ
る
。
空
港
に
関
連
す
る
企
業
の
立
地
に
よ
り
、
就
業
機
会

の
増
大
は
人
口
増
に

つ
な
が
り
、
関
連
税
収
の
伸
び
は
、
自
主
財

源
の
増
加
と
な
り
、
過
疎
団
体
か
ら
脱
却
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ

第
四
章

空
港
・
九
州
縦
貫
自
動
車
道

に
よ
り
、
県
内
で
は
東
京
・
大
阪
に
最
も
近
い
町
と
な
り
、
政

と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
の
裏
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
ま
ず

騎
音
対
策
で
あ
る
。
集
落
移
転
対
策
、
民
家
防
音
対
策
、
教
育
施

設
等
防
音
対
策
な
ど
、
空
港
周
辺
町
以
外
に
な
い
事
業
を
、
短
期

間
に
処
理
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
ま
た
住
民
の
ニ
ー
ズ
も
著

し
く
変
化
し
、
財
政
需
要
も
増
加
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

空
港
所
在
町
と
し
て
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と

が
、
地
域
発
展
へ
の
キ
ー
ボ
イ
ソ
ト
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も

な
い
。
従
来
農
業
を
主
体
と
し
て
き
た
本
町
は
、
台
地
で
あ
る
が

故
に
阻
害
さ
れ
た
要
因
も
多
か

っ
た
。
ま
た
近
代
的
農
業
が
要
請

さ
れ
て
い
る
現
状
を
打
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
着
手

し
た
の
が
、
十
―
―一塚
原
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
区
画
整
理
に
よ
る
機
械
化
農
業
の
展
開
、
畑
か
ん
が
い
に

よ
る
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
農
業
、
施
設
利
用
型
農
業
の
展
開
が

可
能
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
イ
ト
農
業

へ
と
進
化
で
き
る
こ
と

ま
た
空
港
を
中
心
と
す
る
交
通
網
の
発
達
は
、

工
業
立
地
も
可

能
と
な
る
。
現
に
中
小
規
模
な
が
ら
企
業
の
立
地
も
あ
り
、
農
工

併
進

の
町
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

さ
ら
に
空
路
活
用

と
な
る
。
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二
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ナ
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13 3 日

沿

革

治
、
経
済
、
文
化
各
方
面
に
わ
た
る
情
報
が
早
く
得
ら
れ
、
活
気

が
出
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
、
町
に
若
者
が
多
い
、
生
産
年
齢

人
口
比
率
が
高
い
と
い
わ
れ
る
の
も
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
国
内
主
要
空
港
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
東
京
（
羽
田
）

国
際
空
港
の
拡
張
、
新
関
西
空
港
も
実
現
に
向
か
っ
て
大
き
く
前

進
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
鹿
児
島
空
港
も
二
四
時
間
運
用
の
国
際
空

港
と
し
て
整
備
利
用
促
進
を
計
画
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
本
町

に
と
つ
て
も
大
き
な
期
待
が
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
開
港
以
後
の
推
移
を
み
る
こ
と
と
す
る
。
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願
の
グ
ア
ム
寄
港
実
現
（
ナ
ウ
ル
航
空
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
定
期
路
線
就
航

(
J
A
L
)

喜
界
線
開
設

(T
D
A
)

大
阪
線
の
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ
ク
化

(A
N
A
、

ボ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
線
休
止

ェ
ア
バ
ス

・
A
三
0
0就
航

(T
D
A
)

バ
ソ
コ
ク
国
際
定
期
路
線
就
航

(J
A
L
)

岡
山
線
開
設

(T
D
A
)

——1000

}~ 

滑
走
路
完
成
。
運
用
開
始
。

A
)
 

A
)
 

T
D
 

T
D
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2
 
ー

ェ
プ
ロ
ン

面
積
基
本
施
設
着
陸
帯

滑
走
路

誘
溝
路

空港・九州縦貫自動車道

空
港
施
設
の
概
要

――

-0尉

―
―
―
―
八
‘
-
＝
101―
一
平
方
認

” ” 

開
港
一

0
周
年
記
念
式
典
。
国
際
線
旅
客
タ

ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
オ
ー
プ
ン

高
知
線
開
設
（
日
本
近
距
離
）

鹿
児
島
ー
奄
美
、
沖
縄
線
全
日
空
よ
り
日
本
近
距

離
航
空
へ
承
継

鹿
児
島
広
島
線
全
日
空
よ
り
日
本
近
距
離
航
空
へ

承
継
東
京
線
の
ト
リ
プ
ル
ト
ラ
ッ
キ
ソ
グ
実
現

(
J
A

L
、
A
N
A
、
T
D
A
)

一
七

0
万
八
八
八
八
平
方
屈

三
―
二

0
屈

x
-―1
0
0
1;

——1000}

~x 

三
一
四
二
屈
Xx

 

四
五
屈

三――招

x

二
六
•
五
屈

⇔
 

61 ． 
10 ． 
24 

タ
ー
ミ
ナ
ル
レ
ー
ダ
ー
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
設
置

（
国
内
六
番
目
）

.
6
.
9
 

ー

章4

6

 

第

.
3
.
1
 

ー6
 
60 60 ．． 
11 3 ．． 
9 2 

.
4
.
1
 

7
 
5
 

4
 

3
 

N
)
 

駐
機
ス
ボ
ッ
ト
数
一
四

航
空
保
安
無
線
施
設
等

0
タ
ー
ミ
ナ
ル
レ
ー
ダ
ー
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

(
A
R
T
S
)
 

0
無
指
向
性
無
線
標
識
施
設

(
N
D
B
)

0
超
短
波
全
方
式
無
線
標
識
施
設

(
D
|
V
O
R
)
二
式

〇
距
離
測
定
装
置

(D
M
E
)

二
式

0
対
空
通
信
施
設

(V
H
F
七
波
、

U
H
F
二
波
）
一

式

0
空
港
監
視

レ
ー
ダ
ー
装
置

(
A
S
R
)

一
式

0
二
次
監
視
レ
ー
ダ
ー
装
置

(
S
S
R
)

一
式

0
計
器
消
陸
装
置

(I
L
S
)

一
式

0
テ
レ
タ
イ
プ
装
置
及
び
自
動
中
継
装
置

一

式

〇
短
波
無
線
電
信
電
話
装
置

(S
S
B
)

一
式

0
飛
行
場
情
報
放
送
装
置

(A
T
|
s
|
―
二
七

・
O五
M
H

一
式

0
リ
モ
ー
ト
空
港
対
空
通
信
施
設

(
R
A
G
)

喜
界
空
港
(
-
―
八

•

O
M
H
z
)

与
論
空
港
（
―
-
八
・
―
―

-
M
H
z
)

照
明
施
設

0
進
入
照
明
施
設

一
式

一
式
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一
台

6

消
防
設
備

0
大
型
化
学
消
防
車

(
A
|
M
B
I
一
六
一

B
)
0
|
-
―
)）

――-
0
k
V
A
 

0
無
停
電
設
備

(C
V
C
F
1
0
 
0
k
V
A
)
 

一
台

5
 0

そ
の
他

二
台

一
式

一
式
一
式

進
入
灯
。
連
鎖
式
閃
光
灯
。
進
入
角
指
示
灯
。
進
入
路
指

示
灯
。
進
入
灯
台
。

〇
滑
走
路
照
明
施
設

滑
走
路
灯
。
滑
走
路
末
端
灯
。
滑
走
路
末
端
補
助
灯
。
滑

走
路
中
心
線
灯
。
滑
走
路
距
離
灯
。
滑
走
路
接
地
帯
灯
。

過
走
帯
灯
。

〇
誘
導
路
照
明
施
設

誘
導
路
灯
。
誘
導
路
中
心
線
灯
。
誘
導
路
案
内
灯
。

飛
行
場
灯
台
。
風
向
灯
。
エ
プ
ロ
ソ
照
明
灯
。
指
向
信
号

灯
。
非
常
用
滑
走
路
灯
。
危
険
航
空
灯
台
。

電
源
施
設

0
一
般
商
用
電
力
受
電
設
備
（
二
系
統
）

〇
予
備
発
動
発
電
機
設
備

三
七
五

k
V
A

第5図 鹿児島空港平面図

曰
管
理
組
織
一
台
一
台

消
防
車

（
A
ー

M
B

(E
Kー

0
-八）

〇
給
水
車

(
E
K
I
O

ー
ニ
―
-
B
)

鹿
児
島
空
港
は
、
運
輸

省
所
管
第
二
種
空
港
で
あ

り
、
管
理
運
用
は
運
輸
省

大
阪
航
空
局
鹿
児
島
空
港

事
務
所
が
こ
れ
に
あ
た

り
、
空
港
長
以
下
二
課
及

び
航
空
管
制
情
報
官
、
航

空
管
制
官
、
航
空
管
制
通

信
官
並
び
に
航
空
管
制
技

術
官
か
ら
な
り
、
組
織
は

—
七
0
0
0
)

〇
粉
末
化
学
消
防
車 一
台

0
空
港
用
超
大
型
化
学
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0
一
般
管
理
業
務

〇
航
空
通
信
業
務

0
空
港
施
設
管
理
業
務
0
運
行
管
理
業
務

〇
航
空
管
制
業
務

ま
た
鹿
児
島
空
港
事
務
所
の
業
務
は
、
大
ぎ
く
分
け
て
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
当
空
港
事
務
所
の
管
轄
区
域
は
鹿
児
島
県
で
あ
る
。

空
港
長
l

—
先
任
航
空
管
制
通
信
官
ー
航
空
管
制
通
信
官

ー
先
任
航
空
管
制
官
ー
航
空
管
制
官

ー
機
械
係
長

ー
施
設
課
長
ー
・
ー
設
備
係
長

ー
先
任
航
空
管
制
技
術
官

ー
次
席
航
空
管
制
技
術
官
ー
航
空
管
制
技
術
官

ー
先
任
航
空
管
制
情
報
官

一ー
次
席
航
空
管
制
情
報
官
ー
航
空
管
制
情
報
官

一
ー
誓
係
長

ー
総
務
課
長
l

ー
会
計
係
長

ー
専
門
官

空
港
関
係
官
公
署
及
び
民
間
事
業
所

鹿
児
島
空
港
は
、
主
要
な
国
内
線
の
就
航
す
る
空
港
で
あ
る
と

同
時
に
、
一
部
国
際
線
の
就
航
す
る
実
質
的
な
国
際
空
港
で
あ

り
、
外
国
へ
の
出
入
国
の
業
務
に
当
た
る
空
港
関
係
官
公
署
が
そ

れ
ぞ
れ
の
行
政
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
。
空
港
に
お
け
る
動
物
検

疫
所
は
、
空
港
に
併
設
さ
れ
た
「
け
い
留
場
」
を
持
ち
、
輸
入
動

物
の
検
疫
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
わ
が
国
空
港
の
中
で
新
東
京
国

際
空
港
（
成
田
）
と
と
も
に
珍
し
い
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

ま
た
、
定
期
航
空
運
送
事
業
を
営
む
航
空
会
社
を
は
じ
め
、
空

港
関
連
事
業
所
が
所
在
し
、
各
事
業
を
遂
行
し
て
い
る
。

〔
官
公
署
〕

運
輸
省
大
阪
航
空
局
鹿
児
島
空
港
事
務
所
、
運
輸
省
第
四
港
湾

建
設
局
鹿
児
島
港
工
事
事
務
所
空
港
分
室
、
気
象
庁
福
岡
管
区

気
象
台
鹿
児
島
航
空
測
候
所
、
海
上
保
安
庁
第
十
管
区
海
上
保

安
本
部
鹿
児
島
航
空
基
地
、
大
蔵
省
鹿
児
島
税
関
支
署
鹿
児
島

空
港
出
張
所
、
法
務
省
福
岡
入
国
管
理
局
鹿
児
島
空
港
出
張

所
、
厚
生
省
鹿
児
島
検
疫
所
鹿
児
島
空
港
出
張
所
、
農
林
水
産

省
門
司
植
物
防
疫
所
鹿
児
島
支
所
溝
辺
出
張
所
、
農
林
水
産
省

動
物
検
疫
門
司
支
所
鹿
児
島
空
港
出
張
所
、
鹿
児
島
県
警
察
本

詞

32 



第 1部 総 編

（昭和61年4月）

区 分 ！事所業数 1従員業数

名
官公署 11 190 

民問事業所 41 1. 226 

その他 2 17 

計 54 1,433 

部
航
空
隊
、
鹿
児
島
県
加
治
木
警
察
署
鹿
児
島
空
港
警
備
派
出

所
〔
民
間
事
業
所
〕

〇
航
空
会
社

日
本
航
空
株
式
会
社
、
全
日
木
空
輸
株
式
会
社
、
東
亜
国
内

航
空
株
式
会
社
、
日
本
近
距
離
航
空
株
式
会
社

0
空
港
関
連
企
業

鹿
児
島
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
、
大
阪
空
港
事
業
株

式
会
社
、
グ
ラ
ン
ド
ニ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
、
南
国
交

通
株
式
会
社
、
鹿
児
島
空
港
給
油
施
設
株
式
会
社
、
北
元
石

油
株
式
会
社
南
国
殖
産
株
式
会
社

0
そ
の
他

防
航
空
公
害
防
止
協
会
鹿
児
島
事
務
所
、
闘
航
空
保
安
協
会

鹿
児
島
事
務
所

な
お
、
鹿
児
島
空
港
に
お
い

て
各
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
従

業
員
数
は
約

一
四
五

0
名
で
、

そ
の
内
訳
は
上
表
の
と
お
り
で

あ
る
。

ち
な
み
に
、
国
内
定
期
路
線
の
開
設
さ
れ
て
い
る
空
港
は
、
東

京
、
新
東
京
、
大
阪
の
国
際
空
港
を
は
じ
め
と
し
、
地
方
空
港
で

は
千
歳
、
名
古
屋
、
新
潟
、
小
松
、
福
岡
、
長
崎
、
熊
本
、
鹿
児

島
及
び
那
覇
空
港
の
合
計
―
二
空
港
で
あ
る
。

な
お
鹿
児
島
空
港
に
お
け
る
定
期
航
空
会
社
進
出
の
沿
革
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
四
七
年
四
月
以
前

四
七
年
四
月

四
七
年
―
二
月

/,I ,1/ 

回

ェ
ア

・
ナ
ウ
ル

全
日
本
空
輸
、
東
亜
国
内
航
空

日
本
航
空

定
期
航
空
路
線
網

鹿
児
島
空
港
に
お
け
る
国
内
定
期
航
空
路
線
は
、
東
京
、
大

阪
、
名
古
屋
及
び
福
岡
な
ど
の
主
要
都
市
な
ら
び
に
奄
美
大
島
、

種
子
島
等
鹿
児
島
県
内
離
島
を
結
ぶ
路
線
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、

路
線
網
は
第
6
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
国
際
定
期
路
線
は
、
ナ
ウ
ル
、
香
港
、
バ
ン
コ
ク
及
び

シ
ソ
ガ
ボ
ー
ル
の
路
線
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
中

国
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
、
ハ
ワ
イ
な
ど
へ
の
国
際
チ
ャ

ー
タ
ー
便
が
運
航
さ
れ
て
お
り
、
路
線
網
は
第
6
図
の
と
お
り
で

あ
る
。
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鹿
児
島
空
港
に
は
、
海
上
保
安
庁
が
航
空
機
―
―一
機
（
う
ち
ヘ
リ

第6図 国内定期航空路線網

” ” 
因 五

二
年
一
月

五
八
年
四
月

常
駐
機
な
ど

五
五
年
一

0
月
運
航
中
止
）

日
本
近
距
離
航
空

覇那

ハ
プ
ア
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
航
空
（
昭
和

地之島
沖水良剖i

与論

第 7図 国際航空路線網

コ
。フ
タ
ー
一
機
）
を
常
駐
さ
せ
、
航
空
機
に
よ
る
海
難
救
助
、
密

漁
船
取
締
、
海
洋
汚
染
取
締
、
領
海
瞥
備
及
び
密
航
取
締
業
務
を

遂
行
し
て
お
り
、
ま
た
鹿
児
島
県
警
察
航
空
隊
が
航
空
機
一
機

（
ヘ
リ
コ

。フ
タ
ー
）
を
常
駐
さ
せ
、
交
通
情
報
活
動
、
災
害
現
場

に
お
け
る
捜
索
救
助
活
動
及
び
広
報
活
動
等
を
行

っ
て
い
る
ほ

か
、
次
の
航
空
会
社
な
ど
が
小
型
機
を
常
駐
さ
せ
、
遊
覧
、
写
真

北~;'.__ _ 

シドニー
I 

メ）因汎）レン

ナウル
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撮
影
あ
る
い
は
宜
伝
飛
行
等
を
行
っ
て
い
る
。

▽
有
馬
航
空
11

一
機
▽
鹿
児
島
国
際
航
空
諒
1
1
五
機
（
う
ち
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
四
機
）

▽
新
日
本
航
空
諒
11
四
機
▽
朝
日
航
空
跨

11
一
機
▽
個
人
機
跨
11
三
▽
日
本
偶
林

ヘ
リ
コ

。フ
タ
ー
掠
11
-

機
▽
日
本
内
外
航
空
採
11
一
機
▽
西
日
本
空
輸
跨
11
一
機

発
着
回
教

鹿
児
島
空
港
に
お
け
る
国
内
定
期
路
線
の

一
日
当
た
り
の
発
着

回
数
は
約

―
二

0
便
で
、
国
際
定
期
路
線
の

一
週
間
当
た
り
の
発

着
回
数
は
八
便
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
別
内
訳
は
第
6
表
の

と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
当
空
港
に
就
航
し
て
い
る
機
種
は
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト

機
B
七
四
七
、

ト
ラ
イ
ス
タ

I
L

10
1
―
及
び

A
I
三
0
0
の

大
型
機
を
始
め
と
し
、

B
I
七
六
七
、

B
I七
二
七
、

B
I
七
三

七、

D
C
-
1
0、
D
C
ー
八
、
D
C
ー
九
お
よ
び

Y
S
I
-
―

と
各
種
あ
り
、

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 

ー

日
本
国
内
に
就
航
し
て
い
る
旅
客
機
の
ほ
と
ん
ど

機
種
別
座
席
数

鹿
児
島
空
港
で
定
期
便
に
使
用
さ
れ
て
い
る
航
空
機
の
機
種
と

囮

路

線

別
定
期
便

ま
た
年
次
別
利
用
数
は
第
9
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

座
席
数
は
第
7
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

3

使
用
滑
走
路

鹿
児
島
空
港
に
お
け
る
使
用
滑
走
路
は
、
南
側
（
三
四
側
）
と

北
側

（
一
六
側
）
で
あ
る
が
、
地
形
及
び
年
間
風
向
か
ら
三
四
側

に
計
器
着
陸
装
置

(I
L
S
)
が
設
置
さ
れ
て

い
る
の
で
、
滑
走

路
使
用
比
率
は
三
四
側
が
約
八

0
f
t、
一
六
側
が
約
二

0
町
と
な

っ
て

い
る
。

4

就
航
率

鹿
児
島
空
港
に
お
け
る
航
空
機
（
定
期
便
）
の
就
航
率
は
、
第

8
表
の
と
お
り
で
あ
り
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
昭
和
六
十
年
の
平

均
就
航
率
は
九
七

・
ニ
客
で
あ
る
。
欠
航
と
な
る
主
な
原
因
は
、

天
候
不
良
に
よ
る
も
の
、
機
材
故
障
に
よ
る
も
の
及
び
機
材
繰
り

に
よ
る
も
の
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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(1) 国内線 (1日当たり）

第 4章空港・九州縦貫自動車道

第6表 発着回数

（昭和61年10月現在）

路 線 航日空本空全日東国亜内腐1日距本 計 l 使 用 機 種

鹿児島一東 京 4 8 4 16 L-1011、A300、B-747、DClO

// -名古屋 6 6 L-1011、B-727、B-737

”―大 阪 10 2 12 L-lOll、A300、B-747

// -福 岡 18 18 A300、DC-9、YS-11

”―大 分 2 2 DC-9、YS-11

II ー長 崎 10 10 B-737、YS-ll

Il ー広 島 4 4 YS-ll 

//—岡 山 2 2 YS-ll 

II 一松 山 2 2 YS-ll 

// ー尚． 知 2 2 YS-ll 

//一種子島 10 10 YS-11 

II ー屋 久島 6 6 YS-ll 

/l 一奄美大島 12 2 14 YS-11 

／／ ー沖永良部 4 4 YS-ll 

// -徳之島 4 4 DC-9, YS-ll 

// ー沖 縄 4 4 B-727、B-737

II ―与 論 4 4 YS-ll 

計 4 28 70 18 120 
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第1部総 編

(2) 国際線 (1週当たり）

路 線 is 航にアナウ 1使用機種1備考
成田二鹿児島ご沖縄ご香港ごバンコク 2 DCB 

成 田二鹿児島二沖縄ご香港ご‘ンソガポール 2 ‘’ 
成田→福岡ご鹿児島ご香港ニシンガボール 2 ” 
鹿児島→沖縄→グアム→ナウル 1 B-737 

鹿児島← グアム←ナウル 1 II 

第 7表 機種と座席数

機 種 I 座席数 1 就航年月日

スーパージャンボ (B747SR) 500 昭和54年 4月1日

トライスター (L-lOll) 326 // 49年 7月22日

エアバス (A-300) 281 // 56年 3月1日

ボーイング767 234 // 61年 2月1日

ボーイソグ737 126 // 47年以前

ボーイ ング727-200 178 // 47年 4月1日

ダグラスDC-10 318 // 61年10月1日

ダグラスDC-8 234 // 47年 6月 3日

ダグラスDC-9-41 128 // 49年 5月 1日

ダグラスDC-9-81 163 // 57年 4月1日

オリンピア (YS-11) 64 // 47年以前

第8表就航 率

年 （暦年） l 47 48 49 50 51 52153154 55156 57158 59160 

就航率（％） 94. 596. 897.197. 396. +7. +7. 5196. +6. 9197. +7. 2:98. 0:98. 498. 4 
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年＼別分

旅客

国際線

乗降客！通過客 計

47 2,448 4,832 7,280 

48 4,772 2,985 12,757 

49 3,209 6,648 9,857 

50 5,200 11. 177 16,377 

51 15,568 14,064 29,632 

52 26,337,2200 ,066 46,403 

53 34,800 ,053 54,853 

54 49,929 20.940 70,869 

55 44,576 15,414 59,990 

56 40,336 
14,8951r , 55,231 

57 46,419 13. 186 9. 605 

58 44,183 14, 778 8, 961 

59 43, 32718, 587 61,914 

60 42, 53710, 845 53,382 

第 4章 空港・九州縦貫自動車道

第9表利用客年次別推移表

数 （人） 貨 物 CI) 
郵便物 着陸

国内線 国内の
回数

計 国際線国内線 計 み
乗降客

(t) （回）

1. 713,912 1, 721. 192 0.6 4,494 4,494.6 1, 107I 19, 052 

2,298, 717 2,311. 474 23 5,257 5,280 63919, 903 

2,523,861 2,533, 718 24 5,852 5,876 576 19. 727 

2,421.925 2,438,302 34 6,274 6,308 
680~ " '18,193 

2,705,070 2,734.702 23.9 6,809 6,832.9 63 18,899 

3,265,056 3,311,459 44 8,635 8,679 67 21. 013 

3,636,417 3. 691. 270 303 9,647 9,950 745 22,386 

4,099,975 4,170,844 346 12, 76613, 112 
786f 22, 988 

4,121.588 4,181,578 570 13,274 13,844 871 , 825 

4,199,276 4,254,507 453 17,030 17.483 803 ,976 

3,913,020 3,972,625 443 17,527 17,970 934 .105 

3,829,760 3,888,721 363 19,621 19,984 1,557 .392 

4,046,628 4,108,542 353 23, 11723, 470 2,945 22,319 

4,100,755 4,154,137 383 22, 19422, 577 3,550 23,725 

61 136, 485 8, 154 44, 6391 4, 046, 4981 4, 091. 13711, 363 23, 658125, 0211 4, 902123. 994 

（注）① 国際線は、47年6月3日鹿児島～香港線が開設された以降のもの。

② 年は暦年 ③ 新（現）空港開港は47年4月1日
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第1部 総 編

因

航

空

貨

物

鹿
児
島
空
港
の
北
東
に
は
、
錦
江
湾
に
そ
そ
ぐ
天
降
川
の
支
流

渓
谷
を
は
さ
ん
で
霧
島
連
峰

（
主
峰
韓
国
岳
一
七
0
0
:t
~
)が
そ

び
え
、
北
西
に
は
烏
帽
子
岳
（
七

0
三
屈
）
の
連
山
が
横
た
わ
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
立
地
条
件
に
よ
り
、
当
空
港
で
は
冬
は
北
な

い
し
北
北
西
の
季
節
風
が
吹
き
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
東
な

い
し
南
東
の
風
が
、
ま
た
秋
に
は
北
風
が
卓
越
す
る
。

一
方
低
気
圧
か
九
州
南
部
に
接
近
す
る
か
台
風
が
北
上
す
る
と

き
、
条
件
に
よ
っ
て
は
強
い
偏
東
風
が
長
時
間
吹
き
続
き
強
い
突

風
（
ガ
ス
ト
）
を
観
測
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
雨
あ
が
り
の

無
風
時
に
は
放
射
霧
が
発
生
し
や
す
く
、

夏
は
雷
雲

も

多

発

す

る。

一
方
桜
島
は
連
日
爆
発
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

鹿
児
島
空
港
か
ら
発
送
さ
れ
る
貨
物
の
仕
向
先
は
、

全
体
の
半

分
か
東
京
、
次
い
で
大
阪
の

三
五

・
八
宕
と
な
っ
て
い
る
。
品
目

の
第
一
位
は
水
産
物
で
、
第
二
位
は
農
産
物
、
第
三
位
は
半
禅
体

(
I
C
)
な
ど
の
電
子
機
器
類
で
あ
る
。
水
産
物
の
内
訳
は
、
ア

ジ
、
タ
イ
、
ク
ル
マ
エ
ビ
な
ど
の
鮮
魚
で
あ
り
、
農
産
物
は
茶
を

匹

空
港
の
気
象
特
性

に

宮
崎
産
の
乾
し
シ
イ
タ
ケ
が
毎
週
三
回
香
港
へ
輸
出
さ
れ
て
い

る。 第
一

と
し
、

キ
ヌ
サ
ヤ
エ
ソ
ド
ウ
、

空

港
ア
ク
セ
ス

イ
チ
ゴ
な
ど
で
あ
る
。
ま
た

九
州
縦
貫
自
動
車
道
を
空
港
志
向
型
に
再
編
成
し
、
昭
和
五
十

一
年
度
に
は
「
薩
摩
吉
田
ー
溝
辺
鹿
児
島
空
港
」
間
が
開
通
し
て

空
港
と
鹿
児
島
市
内
が
結
ば
れ
、

直
行
バ
ス
が
約
五

0
分
で
結
合

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
バ
ス
は
、
朝
六
時
か
ら
夜
八
時
ま
で
一

0
分

問
隔
で
運
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
六
年
十
月
に
は
、

こ
の
高
速
道
路
が
宮
崎
ま
で
開
通
し
、
約
一
時
間
四

0
分
で
空
港

か
ら
宮
崎
市
ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
昭
和
五
十
七
年
春
に
は
「
宮
崎
ー
鹿
児
島
」
間
に
空
港
を
介

す
る
直
行
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
ま
す
ま
す
便
利
と
な
っ
た
。

当
空
港
に
出
入
す
る
旅
客
、
送
迎
者
、
見
学
者
の
た
め
の
駐
車

場
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
面
に
約
六
五

0
台
収
容
で
き
る
も
の
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
運
営
管
理
は
鹿
児
島
県
が
行
っ
て
い
る
。

車
を
空
港
の
駐
車
場
に

。ハ
ー
ク
し
て
国
内
旅
行
を
終
え
て
数
日
後

に
帰
港
し
車
で
帰
宅
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

。ハ
ー
ク

・
ア
ン

ド

・
ニ
ア
の
移
動
。ハ
タ
ー
ン
も
定
着
し
て
い
る
。
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第 4章 空港 ・九州縦貫自動車道

ー 第10表 年度別騒音対策件数

年~度 項学校事防音 共同利助用 民家助防音
工助成施設成工事成

48 5件

49 7件 1件

50 6件 15件

51 7件 1件 13件

52 6件

53 6件 1件

54 5件 2件 18件

55 2件 1件 21件

56 5件 1件 10件

57 3件 78件

58 1件 46件

59 2件

60 0件 0件 0件

合計 55件 7件 201件

口

騒

音

対

策

鹿
児
島
空
港
は
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
二
十
二
日

「
公
共
用
飛

行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騎
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
」
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
―

-
0号
）
に
基
づ
く
「
特

定
飛
行
場
」
に
指
定
さ
れ
、
現
在
ま
で
国
の
対
策
と
し
て
次
の
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

移
転
事
業

①
陵
北
団
地
（
四
七
！
四
八
年
度
）

◇
昭
和
四
十
七
年
度
（
中
野
地
区

一
四
戸
）

0
用
地
取
得
（
二
万
―
―
二

0
平
方
屈
）

――

四
八
万
一―
10
0
0
円

計
三
―
―
二

八
万
九

0
0
0
円
（
県
振
興
資
金
三―

1
0
0

万
円
、

一
般
財
源
二
八
万
九

0
0
0円
）

〇
移
転
補
償
四
四
七
五
万
八

0
0
0
円
（
県
費
）

◇
昭
和
四
十
八
年
度
（
中
野

・
木
佐
貫
地
区
一
八
戸
。
四
十

七
年
度
債
務
負
担
工
事
）

0
工
事
費
等
（
一
万
一
八
八

0
平
方
屈
）
―
二
八

0
万
二

0
0
0円
（
県
振
興
資
金
―
二

0
0万
円

町
費
一
般
財
源
八

0
万
二

0
0
0
円）

〇
移
転
補
償
五
一
二
六
七
万

二
0
0
0
円
（
県
費
）

◇
昭
和
四
十
八
年
度
（
木
佐
貫
地
区

―
二
戸
）

0
用
地
取
得
（

一
万
五
五
九
平
方
屈
）

三一

六
0
万
円

（
県
振
興
資
金
）

〇
移
転
補
償

八
一
五

0
万
五

0
0
0円
（
県
費
）

年
度
木
佐
貫
一
七
戸
、
北
原

二
戸

③
東
西
団
地

（
荻
迫
地
区
一
二
四
戸
）

昭
和
五

0
年
度
地
区
開
発
事
業

0
工
事
費
等
（
九
二
四

0
平
方
屈
）

四
九

―
―
八

0
万
六

0
0
0円
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第 1部 総 編
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141, 1
3
2
 
I
 

3
4
6
,
2
3
1
 

補
助
（連）
ー
・

128, 4
1
6
 
83, 1
7
8
 

211, 5
9
4
 

_
1!_
位
:1

I
 
1
.
 
4
9
2
 

1. 
4
9
2
 

起
債

I
 

7
2
,
 
8
0
0
 
31, 9
0
0
 

I
 

104, 7
0
0
 

町
費

3
,
 
8
8
3
!
 
18, 5
6
2
 
I
 

I
 
22, 4
4
5
 

幼竹

5 
子4
 
ヽ



！
 

併
2
,
4
9
4I
 
併
8
5
0
併
3
,
3
4
4

陵
事
業
巖

除
1
,
4
5
6
除
1
,
4
5
6

R
C
 
154 

4
8
R
C
 
2
0
2
 

6
南
事
業
費

3
6
2
,
8
8
5
 
1
5
9
,
6
3
7
 
5
2
2
,
5
2
2
 

補
助
（
運
）

I
 

6
2
,
7
3
7
 
4
7
,
5
6
1
 
1
1
0
,
2
9
8
 

中
/
/
(文）

55, 360 
35, 4
0
4
 
90, 764 

起
債

80, 3
0
0
 
38, 700 

119, 0
0
0
 

町
費
ー

164, 4
8
8
 
37, 9
7
2
 
202, 4
6
0
 

造
3
,
9
5
9
造
3
8
0
1

!~ 
I

造
4
,
3
3
9

改
6
1
6
1, 
3
9
4

改
3
15
1. 
4
5
2
 
4
0
7
 

I
 

4. 
1s4 

事
業
量

併改
1,671
併
2

併改
3
5
8
改併
194 

併
2
,
4
9
4
併
8
5
0
改併
5
,
8
4
9

除
1
,
6
9
6

除
2
,
8

除
1.
0
9
0

除
1
,
4
5
6
除
7
,
1
3
7

合
,i

iR
c
 
8
9
 

jI R
c
1
s
o
.
s
R
C
 
R
C
1
s
.
 1
s
R
C
 
8
2
,
R
C
 
2
8
:
 
R
C
 
1
s
,
[R
c
 
4
8
R
C
 6
1
8
.
2
5
 

事
業
費
9
4
,
3
6
7
 
6
 

~ ~ 6, 
3
8
0
 
323, 770 I
 
I
 103
,
6
0
 ~ 
34, 112 

205, 0
9
9
 i
 1
4
1
,
1
3
2
 ＇ 

3
6
2
,
8
8
5
 
1
5
9
,
6
3
7
 
1
.
4
9
0
,
9
8
9
 

補
助
（
運
）
9
3
,
9
5
3
 
5
1
,
4
5
3
 
1
4
4
,
6
8
5
 
73, 97 

2
5
,
5
6
1
 
1
2
8
,
4
1
6
 
83, 1
7
8
 

62, 737 
4
7
,5
6
1
 
7
1
1
,
5
1
5
 

// 
(文）

7, 
5
2
 

7, 
4
9
2
 

55, 3
6
0
 
35, 4
0
4
 
105, 7
8
4
 

起
債

10, 0
0
0
 
76, 5
0
0
 
18, 60 

8, 
0
0
0
 
7
2
,
 
8
0
0
 
31, 9
0
0
 

80, 3
0
0
 
38, 7
0
0
 
336, 8
0
0
 

町
費

4
1
4
,
 
4, 
9
2
7
 
102, 5
8
5
 
3. 
5
0
 
551
1
 
3
,
8
8
3
 
1
8
,
 
5
6
2
 

164, 4
8
8
 
37, 9
7
2
,
 
3
3
6
,
8
9
0
 

（注）
造
＝
改
造
、
改
＝
改
築
、
除
＝
除
湿
、
R
C
=
機
械
室
、
併
＝
併
行
工
事

～
 底
條
盆
甘皿
H
骨

第
12
表
民
家
防
音
工
事
一
覧

譴紺活

I深

50
年
度
1
51
年
度
54
年
度
5
5
年
度
5
6
年
度
1
5
7
年
度
5
8
年
度

A
 
ロ
計

指
定

戸
数
金
（
千
開
戸
数
！
金（
千
開
1戸
数
金
（
千
開
戸
数
1
金（
千
額円）
戸
数I
今
渇
！
蜘
今
渇
ー
数
1
金（
千
開
一
数
1
金
（
千
額円
）

4
9
.1
1
.
2
5
告
ホ
8
5
10 
1
4
,
2
9
0
 
13 
1
9
,
4
4
3
 

(
4
)
 
1
5
,
9
4
2
 (19) 
6
2
,
7
8
3
 

2
3
 
1
1
2
,4
5
8
 

W
E
C
P
N
L
 

54. 
7.10
告
示
8
0

11 
4
8
,
2
1
4
 
12 
5
7
,
9
3
7
 
1
 
4
,
2
3
4
 

2
4
 
1
1
0
,
3
8
5
 

W
E
C
P
N
L
 

57. 
3
.
3
0
告
示
7
5

2
0
 
4
8
,
3
5
8
 
18 
2
7
,
9
9
8
 
3
8
 
7
6
,
3
5
6
 

W
E
C
P
N
L
 

11 
4
8
,
2
1
4
 
12 

計
10 
1
4
,
2
9
0
 
1
3
 
1
9
,
4
4
3
 

7
3
,
8
7
9
 
1
 
6
7
,
0
1
7
 
2
0
 
4
8
,
3
5
8
 
18 
2
7
,
9
9
8
 
8
5
 
2
9
9
,
1
9
9
 
8< 
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e
5
0
、
5
l
ij'./tf:t
、
BI
~(

1
~~:ii!i) 

54~56ij'.ft B
 I~(5~N~:ii!i) 

5
7、
5
8
:
¥
l
l
}
)
:
t

、
C
I
~
(
W
J
'
l
i
f
-
-
1
/

y`

し、
、
逹g芦
K
0
ぶ
r

)

◎
 
5
4
.
 7
 

• 

1
0
-a°7J'
、
2
5
)=ifiel'.il四

0
5
t
l
lll召
喋
号
5
0
fい
況
渇
諮
ふ
1
“
o

◎
 
5
5
,
 56ij'.)t 0) ;/J 
o/ 
u

冴
芦
益
U
r
t
~
1
H
:
:
.
.
i
:
1
.
,

油
君

H
岳
渇
翠
゜

＠

溢

愚

浩
図
-
i
、
共
海
‘
計
嵌
浩
図

0
炉

t
沙
が
。

麓
共
同
利
用
施
設
の
建
設

〇
建
設
年
度
昭
和
五
十
二
年
―
―
―
月
五
日
完
工

0
事
業
費

七
二
八
七
万
二

0
0
0
円

財
源
内
訳

国

庫

補

助

金

四

四

五

0
万
円

県

補

助

金

ニ

ニ

ニ

五

万

円

地

方

債

五

0
0万
円

一
般
財
源

―
―
二
万
二

0
0
0円

〇
施
設
の
概
要

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
（
防
音
）

床

面

積

五

四

八

・
六
七
五
乎
方
屈

建
築
面
積
―
―
―
六
―
―
-
•
九
四
六
平
方
屈

一
階
1
1

和
室
一
―
-
（
三
四
畳
）
、
集
会
室
、
事

務

室
、
湯

沸
室
、
浴
室
、
便
所
、
そ
の
他

二
階
1
1

学
習
室
、
保
育
室
、
乳
児
室
、
便
所
、
そ
の
他

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

航
空
公
害
防
止
協
会
が
実
施
す
る
航
空
機
騒
音
等
防
止
対
策
事

3
 

業
に
要
す
る
費
用
の
財
源
は
、
国
地
方
公
共
団
体
、
日
本
船
舶
振

興
会
か
ら
の
補
助
金
、
空
港
駐
車
場
等
事
業
収
入
を
充
当
し
た
。

本
町
に
対
す
る
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
テ

レ
ビ
受
信
障
害
対
策
事
業
助
成
金
の
交
付

航
空
機
騒
音
障
害
対
策
費
補
助
金
交
付
要
綱
に
も
と
づ
き
、
航

空
機
に
よ
る
騒
音
ま
た
は
電
波
障
害
を
受
け
て
い
る
空
港
周
辺
の

一
定
地
域
内
で
、

N
H
K
と
テ
レ
ビ
受
信
契
約
を
締
結
し
た
者
に

対
し
て
、
障
害
軽
減
改
善
な
ど
の
必
要
経
費
に
資
す
る
た
め
助
成

金
を
交
付
す
る
制
度
、
昭
和
六
十
年
度
助
成
金
交
付
額
内
訳
は
第

13
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

③
フ
ラ
ッ
タ
ー
防
止
ア
ン
テ
ナ
の
取
付
け

空
港
周
辺
一
定
地
域
に
お
い
て
、
航
空
機
の
飛
行
に
よ
り
テ
レ

ビ
の
画
像
が
特
に
著
し
く
乱
れ
、
テ
レ
ビ
の
点
検
調
整
に
よ
っ
て

も
正
常
な
画
像
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
家
庭
に
対
し
て
は
、
そ
の

障
害
（
フ
ラ
ッ
タ
ー
障
害
）
を
軽
減
す
る
フ
ラ
ッ
タ
ー
防
止
ア
ン

テ
ナ
の
取
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
本
町
の
ア
ン
テ
ナ
取
付
数
は
第

14
表
の
と
お
り
。
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第
13
表
6
0
年
度
助
成
金
交
付
額

契種

国

交

． 
235 助成

額625618

助

t53 付56

Mi交

241236 

付数ー1

交件

897 

306192 

町202

額1010

852761613 両
5

付

Lふ

9195 国⑬ 交

., 11 

608040 助成1

一額135
2& ， 

付6

助

40105 

衿

交22

71 

0816 数74
29i 件
付

―交

約別

成

付
額「
町

合

交
付
助
成

件
数
交
付
額
I
交
付
額

国
I
町

通一

t ''" 
" ラ

普カ

――" n 

7, 
241 

381 
9
8
 
53. 7
8
2
 
51. 093 

2, 
6
8
9
 

52, 785 
2. 
7
7
8
 
2. 
199 
2. 
067, 943 

1
,9
6
4
,
5
4
6
 
103. 397 
I
 

60, 0
2
6
 
3, 
15
9
 
2
.
 
297 
2
.
 121. 725 
2. 
015, 6
3
9
 
106, 0
8
6
 

I
 

第
14
表
本
町
分
ア
ン
テ
ナ
取
付
数

謙釜活

I撼

~
地
域
I
 
4
8
~
5
3
 
54 

5
5
 
I
 56
 

57 
5
8
 

59 
60 

合
計

麓
s

3
 

2
 I
 
2
 

3
 

,
 

4
 

20 

荻
迫

1
 

I
 

l
 

原
村
団
地

3
 

l
 

4
 

井
手
段

1
 

1
 

陵
南
団
地

1
 

2
 

12
 

15 

石
峰

14
2
 

2
 

2
 

20 

北
原

32
3
 

2
 

2
 

1
 

1
 

41 

論
地

1
 

1
 

有
川

13
13 

桑:
 
村

4
5
 

3
 

12 

>
2
 

2
 

14
 

4
 

18 

十
文

1
 

1
 

玉
1

1
 

2
 

H
 

11 
7
 

4
 

4
 

12 
2
3
 

19 
11 

151 

st 



痘冊盆皿誕凝一.-'（兵・抱恕

e, い
咋
Ill叫
闘
醒
溢
器
鐸
芦
：
芯

ぼ
甘
甜
匝
翠
l
担
母
毎
旦
浜
:
:
,
¥-'
'
埠
終
H患
§
0
醤科
Ill
旦
吋
D
I卜
入

,, ,D 0
甘
1ll祉
茶
臣
狛
匁
D
!J'V :0, 
$
)
屯
把
旦
哀
⇒
化
l
製
式
廿
Q
益卦

甘
Ill茶
I

1念
臣
コ
斗
奎
話
⇒
心
寄

<l_a'
+
'
0
醤
甘

Ill如舟ヤ"~,....)\-'

第
15
表

皿
室
忌
!J_

I卜
~'.0
置

iI1祉
如
K
狛
V
ヤ

)'(l
Ir--
凶ゞ
皿
画
甘
iI!叫
韮
鰐
振

器
Q
~
字
七
如

~tc
<;'
¥J 
:., 

l'Q゜
怜
巨
Q
~
字
涎
竺
踪
臼
嵌
Q
心
浜

こ
゜

9v 

本
町
分
取
付
数

燐＜撚

~
地
域
手
動
I
自
4
8
動

4
9
 

5
0
 

5
3
 

6
0
年
度
末
計

計
手
動
l
自
動
計
手
動
自
動
I
計
手
動
自
動
計
手
動
自
動
計

I
 

1
 

石
峰

10 
10 

1
 

1
0
 
1
 
11 

昭
和

1
9
 

1
9
 

1
9
 

1
9
 

北
原

31 
31 

31 
31 

鳥
ヶ
原
，
 
，
 

，
 
，
 

石
峰
東

1
5
 

15 
15 

15 

石
峰
西

1
2
 

12 
12 

1
2
 

木
佐
貫

1
3
 

1
3
 

1
 

1
 
14 

1
4
 

有
JI! 

l
 

1
 
1
 

1
 

2
 

2
 

十
文
字

4
 

4
 

4
 

4
 

荻
迫

，
 
，
 

，
 
，
 

井
手
段

，
 6
 
1
5
 

，
 
6
 
1
5
 

計
1
1
0
 

1
1
0
 
14 

1
4
 
，
 7
 
16 
1
 

1
 
1
3
4
 
7
 
141 



第1部 総 編

④
共
同
利
用
施
設
に
対
す
る
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
な
ど
の
寄
贈

空
港
周
辺
一
定
地
域
内
の
共
同
利
用
施
設
な
ど
に
対
し
、
地
域

住
民
の
親
睦
連
帯
の
増
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
備
品
の
寄
贈
を
行

っ
て

い
る
。
本
町
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
麓
共
同
利
用
施
設
に

複
写
機
一
台
、
昭
和
五
十
八
年
度
社
会
福
祉
法
人
山
陵
会
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
ニ

O
型
一
台
が
寄
贈
さ
れ
て
い

る。
⑮
騒
音
用
電
話
機
の
取
付
け

空
港
周
辺
で
航
空
機
騒
音
に
よ
り
電
話
の
通
話
障
害
を
受
け
て

い
る
電
話
加
入
者
か
ら
の
対
策
要
望
に
対
し
て
、
騒
音
用
電
話
機

を
取
り
付
け
て
い
る
。
本
町
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
麓
原
に
五

台
、
北
原
に
五
台
取
り
付
け
て
い
る
。

⑱
騎
音
順
応
型
自
動
音
量
制
御
装
置

(S
I
N
A
C
)

航
空
機
騒
音
に
よ
る
騒
音
障
害
を
軽
減
緩
和
し
、
教
育
環
境
の

改
善
に
資
す
る
た
め
、
空
港
周
辺

の
小
中
学
校
に
設
置
し
て
い

る
。
こ
の
設
備
は
、
教
育
施
設
の
騒
音
レ
ベ
ル
に
応
じ
、
校
内
放

送
の
音
声
を
自
動
的
に
音
量
調
整
し
、
最
適
レ
ベ
ル
で
放
送
で
き

る
装
置
で
、
か
な
り
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
本
町
で
は
、
昭
和

四
十
八
年
度
小
学
校

一
、
中
学
校

一
、
昭
和
四
十
九
年
度
小
学
校

一
、
中
学
校
一

に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
。

り
幼
稚
園
な
ど
に
対
す
る
騒
音
順
応
型
環
境
音
楽
放
送
装
置
の

設
置

空
港
周
辺
一
定
地
域
で
航
空
機
の
騒
音
に
よ
り
保
育
環
境
を
阻

害
さ
れ
て
い
る
保
育
園

・
幼
稚
園
に
対
し
、
特
別
に
園
児
向
け
に

編
曲
し
た
音
楽
を
流
す
こ
と
に
よ
り
、
園
児
の
情
緒
を
安
定
さ

せ
、
ひ
い
て
は
航
空
機
の
騒
音
を
間
接
的
で
は
あ
る
が
軽
減
さ
せ

る
た
め
、
「
騒
音
順
応
型
環
境
音
楽
放
送
設
備
」
を
設
置
し
て
い

る
。
本
町
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
照
明
保
育
園
に
設
置
、
さ
ら

に
昭
和
五
十
七
年
度
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
式
に
改
良
さ
れ
て

い
る
。

⑱
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
の
う
ち
共
同
受
信
施
設
の
設
置

テ
レ
ビ
フ
ラ
ッ
タ

ー
防
止
対
策
と
し
て
の
ア
ン
テ
ナ
取
付
事
業

の
う
ち
、
現
地
の
集
落
構
成
と
地
理
性
か
ら
す
る
受
信
障
害
に
対

し
、
個
々
に
対
策
す
る
よ
り
は
‘

―
つ
の
受
信
点
を
設
置
し
共
聴

受
信
方
式
に
よ
り
受
信
す
る
方
が
よ
り
効
果
的
で
あ
り
、

ま
た
希

望
受
信
波
の
伝
播
状
況
か
ら
、
共
聴
式
に
せ
ざ
る
を
得
な

い
地
域

で
は
共
同
ア
ン
テ
ナ
を
取
り
付
け
て
い
る
。
本
町
で
は
三
縄
桑
迫

地
区
一
三
戸
を
対
象
に
幹
線
延
長
ニ
―
―

10
認
で
設
置
さ
れ
て
い

る。
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し
降
り
く
る

鹿
児
島
空
港
は
、
四
十
七
年
南
日
本
の
玄
関
口
と
し
て
、
大
き

く
世
界
に
門
戸
を
開
い
た
。
年
間
の
乗
降
客
約
四

0
0万
、
物
資

の
輸
送
も
、
大
型
機
を
使
っ
て
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
。
農
産
物

の
自
由
化
は
、
日
本
の
抱
え
る
大
き
な
課
題
で
も
あ
る
。

（
石
原
）

岩
元

空
港
の
ビ
ル
建
つ
ひ
び
き
貝
割
菜

か
い
わ
り
な

貝
割
菜
と
は
大
根
・
白
菜
な
ど
の
種
を
ま
い
て
か
ら
間
も
な
く

萌
え
た
も
の
を
い
う
。
昭
和
四
十
七
年
四
月
大
型
空
港
が
開
設
、

溝
辺
町
は
に
わ
か
に
時
代
の
脚
光
を
浴
び
、
ま
た
こ
れ
を
契
機
と

し
て
経
済
文
化
な
ど

一
大
飛
躍
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

五

0
五
席
帰
省
客
満
て
る
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
誘
導
路
を
悠
々

と
離
陸
に
向
ふ

久
藤
三
千
夫

盆
、
正
月
を
郷
里
で
過
ご
し
て
帰
っ
て
行
く
人
、
タ
ー
ミ
ナ

ル

の
屋
上
か
ら
見
送
る
人
、
そ
の
人
達
の
前
を
ジ
ャ
ン
ボ
機
は
悠
々

と
離
陸
に
向
か
う
。
ま
さ
し
く
王
者
の
風
格
で
あ
る
。
出
会
い
と

別
れ
、
そ
こ

に
ド
ラ
マ
は
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
牛
積
み
て
く
る
輸
送
機
の
雲
よ
り
現
れ
て
今

右
京

地
域
開
発
の
手
段
と
し
て
、
交
通
基
盤
の
整
備
は
必
要
不
可
欠

の
条
件
で
あ
る
。
九
州
縦
貫
自
動
車
道
も
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の

―
つ
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
自
市
町
村

を
通
過
あ
る
い
は
引
き
寄
せ
る
こ
と
に
躍
起
と
な
っ
た
時
代
も
あ

っ
た
。
当
初
の
構
想
は
、
北
九
州
か
ら
南
九
州
ま
で
一
本
の
路
線

で
結
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
南
九
州
で
は
霧
島
の
東
回
り
と
す
る

か
西
回
り
と
す
る
か
で
大
き
な
論
議
が
お
こ
り
、
鹿
児
島
は
西
回

り
を
、
宮
崎
は
東
回
り
を
主
張
し
た
。
そ
の
た
め
鹿
児
島
県
の
関

係
市
町
村
で
は
「
西
回
り
期
成
会
」
を
結
成
し
、
昭
和
四
十
年
八

月
に
は
パ
レ
ー
ド
の
実
施
、
同
年
九
月
に
は
期
成
県
民
大
会
を
開

く
な
ど
大
い
に
気
声
を
上
げ
、
政
治
的
な
陳
情
も
繰
り
返
さ
れ
た

結
果
、
え
び
の
市
か
ら
東
回
り
・
西
回
り
の

二
ま
た
路
線
が
実
現

し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
四
十
三
年
本
町
に
空
港
を
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
ほ

ぼ
決
定
さ
れ
た
時
点
で
、
鹿
児
島
県
は

「
―
-0年
後
の
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
発
表
し
た
が
、
当
時
の
九
州
縦
貫
道
構
想
は
、
第

8
.
9
図
に
示
す
と
お
り
、
本
町
で
は
役
場
よ
り
西
側
を
通
過
す

九
州
縦
貰
自
動
車
道
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第8図

第9図

至横川 至霧島

+
―
―
一
塚
原
空
港
と
九
州
縦
貫
道
の
高
速
道
と
を
、
出
来
る
限

り
早
く
結
び
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
空

そ
の
後
、
空
港
の
立
地
性
、
時
間
距
離
の
短
縮
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
検
討
さ
れ
た
結
果
、
現
在
の
溝
辺

・
鹿
児
島
空
港
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
を
設
置
し
、
空
港
寄
り
の
路
線
の
発
表
と
な
っ
た
が
、
空

港
用
地
と
あ
わ
せ
、
さ
ら
に
縦
貫
道
用
地
の
買
収
と
、
優
良
農
地

の
潰
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
地
域
開
発
と
い
う
大
き
な

視
野
か
ら
、
町
と
し
て
も
、
ま
た
土
地
所
有
者
か
ら
の
絶
対
反
対

の
声
も
な
く
、
協
力
体
制
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。
時
あ
た
か
も

田
中
内
閣
時
代
、
列
島
改
造
論
の
ま
っ
た
だ
中
で
あ
っ
た
。

述
べ
て
い
る
。

る
も
の
で
あ
り
、
空
港
と
縦
貫
道
の
結
び
つ
き
を
、
次
の
よ
う
に

港
か
ら
加
治
木
に
予
定
さ
れ
て
い
る
縦
貫
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ソ

ジ
ま
で
完
全
立
体
交
差
の
専
用
道
路
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
は
、
町
内
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
の
構
想
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

現
時
点
（
昭
和
六
十
二
年
）
で
北
九
州
と
鹿
児
島
を
結
ぶ
九
州

縦
貫
自
動
車
道
の
う
ち
、
最
も
難
工
事
と
さ
れ
る
熊
本
県
八
代
市

と
宮
崎
県
え
び
の
市
の
間
を
除
ぎ
開
通
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
間

が
完
成
す
る
と
、
福
岡
ー
鹿
児
島
問
を
一
一
一
時
間
余
で
結
ぶ
こ
と
と

な
り
、
従
来
の
物
流
情
勢
は
大
き
な
変
革
を
す
る
で
あ
ろ
う
。
ち

な
み
に
本
町
関
連
の
工
事
概
要
は
、
第
16
表
の
と
お
り
で
、
空
港

前
に
溝
辺
・
鹿
児
島
空
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ソ
ジ
と
バ
ス
ス
ト
ッ

プ
、
三
縄
地
区
に
。
ハ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
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区 問

加治木 ・溝辺間

溝辺 ・栗野問

第16表 九州縦貫道本町関係概要

計 画発 表 日

昭46・6・1

I昭46・6・1

区 間延長

7 

19 

7
 
8
 

溝辺 分 開通年月 日

9

2

 

2

2

 

．
．
 

1

3

 

ー．
．
 

1

5

 

5

5

 

9

3

 

．
．
 

2

9
 

鹿児島空港インターチェンジの周辺
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自
治
公
民
館
制
度
の
歩
み

自
治
公
民
館
活
動
と
は
、
同
じ
生
活
環
境
に
住
む

地
域

住
民

が
、
実
際
生
活
に
即
し
た
共
通

の
願
い
と
課
題
を
解
決
す
る
た
めぽく

に
、
話
し
合
い
や
実
践
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
お
互
い
の
親
睦

を
深
め
、

地
域
連
帯
の
中
で
住
民
一
人
一
人
の
幸
せ
を
創
造
す
る

活
動
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
必
要
を
満
た
す
た
め
に
、
昭
和
五
十

八
年
四
月
か
ら
本
町
に
も
自
治
公
民
館
制
度
を
と
り
入
れ
る
こ
と

に
な
っ

た
。
あ
く
ま
で
も
地
域
づ
く
り
は
、
住
民
自
ら
の
話
し
合

い
と
、
協
力
に
よ
る
自
治
を
原
則
と
し
て
行
わ
れ
る
実
践
活
動
で

あ
る
の
で
、
住
民
自
ら
の
も
の
と
し
て
主
体
的
に
運
営
し
、
建
設

的
な
連
帯
と
努
力
に
よ

っ
て
、
そ
の
成
果
が
得
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。
本
町
の
自
治
公
民
館
制
度
の
歩
み
は
次
の
よ
う
で
あ

徹
底
浸
透
を
図
る
目
的
で
、
各
部
落
に
連
絡
員
制
度
を
設
置
し

昭
和
二
十
三
年
四
月
、
溝
辺
村
行
政
上
の
諸
問
題
を
末
端
ま
で

る
。

第
五
章

自
治
組
織
と
町
民
の
集
い

一
ー
ズ
の
反
映
を
意
図
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

新

た
。
各
部
落
の
連
絡
員
は
、
行
政
事
務
の
伝
達
を
主
務
と
し
、
村

行
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
取
次
役
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

つ
い
で
昭
和
二
十
八
年
四
月
、
従
来
の
部
落
連
絡
員
制
度
を
廃

止
し
て
、
部
落
駐
在
員
設
置
条
例
を
制
定
し
、
村
内
を
一
―10区
に

分
け
て
各
区
に
駐
在
員
を
置
く
こ
と
と
し
た
。
駐
在
員
の
選
出
に

当
っ
て
は
、
そ
の
区
の
住
民
の
推
薦
に
よ
る
人
を
任
命
す
る
こ
と

と
し
、
そ
の
区
の
大
小
の
規
模
に
よ
り
率
（
戸
数
割
、
均
等
割
）

を
定
め
て
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
。
前
回
の
連
絡
員
制
度

の
職
務
に
、
さ
ら
に
役
場
の
事
務
的
な
調
査
及
び
相
談
な
ど
に
も

応
ず
る
職
割
り
の
拡
大
も
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
各
部
落
の
対
応
も
極
め
て
複
雑
で
、
地
区

の
な

か
に
は
地
域
代
表
と
し
て
の
対
部
落
惑
情
の
再
燃
や
、
駐
在
員
の

持
ち
回
り
制
や
、
そ
の
他
集
落
の
統
廃
合
論
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
と

問
題
点
も
内
在
し
た
が
、
と
に
か
く
、
昭
和
五
十
年
ま
で
こ
の
三

0
地
区
の
駐
在
員
制
度
で
行
政
区
画
制
度
は
維
持
さ
れ
た
の
で
あ

る
。昭

和
五
十
年
四
月
、
行
政
事
務
の
拡
大
、
複
雑
化
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
の
三
〇
駐
在
区
を
六

0
駐
在
区
に
細
分
化
す
る
こ
と
に
し

た
。
こ
れ
は
行
政
事
務
の
伝
達
を
円
滑
に
す
る
と
と
も
に
、
住
民
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空
港
の
開
港
に
伴
う
住
民
の
増
加
、
部
落
形
態
の
近
代
化、

住
民

職
種
の
多
様
化
、
混
住
化
な
ど
、

事
態
は
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化

の
様
相
を
深
め
、

必
然
的
に
行
政
組
織
の
改
革
及
び
自
治
意
識
の

向
上
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
町
と
し
て
は
、
自

治
公
民
館
制
度
に
着
目
し
、
行
政
組
織
改
革
研
究
会
を
構
成
し

て
、
問
題
点
の
解
決
と
そ
の
成
果
を
期
し
た
の
で
あ
る
。

以
下
自
治
公
民
館
制
度
発
足
ま
で
の
経
緯
を
記
録
す
る
。

0
昭
和
五
十
五
年
五
月
、
行
政
組
織
研
究
会
発
足
（
役
場
課
長
相

当
職
以
上

一
九
名
で
構
成
）

0
昭
和
五
十
五
年
十

一
月
、
日
置
郡
郡
山
町
を
研
修

0
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
、
薩
摩
郡
薩
摩
町
を
研
修

0
昭
和
五
十
六
年
五
月
、
自
治
公
民
館
制
度
研
究
会
に
名
称
を
変

更
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
を
構
成
す
る
。

0
昭
和
五
十
六
年
六
月
、
肝
属
郡
田
代
町
を
研
修

0
昭
和
五
十
六
年
十
月
、
研
究
会
で
素
案
を
作
成

0
昭
和
五
十
七
年
一
月
、
自
治
公
民
館
制
度
審
議
会
を
設
置
し
て

審
議
に
入
る
（
町
内
の
各
界
各
層
か
ら
五

0
名
委
嘱
し
て
町
内

を一―

10
区
に
区
分
し
た
自
治
公
民
館
制
度
を
提
案
）

0
昭
和
五
十
七
年
―
―
一月
、
第
二
回
審
議
会
（
各
機
関
、
団
体
ご
と

の
審
議
の
経
過
報
告
）

約）

0
昭
和
五
十
七
年
七
月
、
農
協
企
画
会
と
町
研
究
会
と
の
合
同
会

議
で
こ
の
問
題
を
共
同
研
究
す
る。

0
昭
和
五
十
七
年
七
月
、
第
二
回
小
委
員
会
を
開
ぎ
研
究

0
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
、
第
三
回
小
委
員
会
で
細
部
の
検
討

0
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
、
第
三
回
審
議
会
、
町
内
二
三
区
自
治

公
民
館
と
す
る
こ
と
で
答
申

0
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
、
集
落
ご
と
の
説
明
会
(
-
四
班
に
分

け
て
七
八
集
落
の
説
明
会
を
行
う
）

0
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
、
第
四
回
審
議
会
（
部
落
説
明
会
の
集

0
昭
和
五
十
八
年
一
月
、
各
部
落
の
説
明
会
の
集
約
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
に
お
け
る
対
応
は
複
雑
で
、
自
治
公
民
館
制
度
の

推
進
に
は
幾
多
の
諸
問
題
が
山
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
治
公

民
館
結
成
の
た
め
の
世
話
人
（
役
場
担
当
職
員
）
を
配
置
し
、

こ
れ
に
当
た
る
。

一
月
か
ら
四
月
（
発
足
の
時
点
）
ま
で
に
何
回
も
部
落
ご
と

の
会
や
地
区
役
員
の
会
合
を
重
ね
、
あ
る
時
に
は
、
夜
を
徹

九
名
）

0
昭
和
五
十
七
年
六
月
、
研
究
会
開
催

0
昭
和
五
十
七
年
六
月
、
審
議
会
に
小
委
員
会
を
設
置
（
委
員
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0
昭
和
五
十
八
年
五
月
、
第
一
回
自
治
公
民
館
長
会
。
昭
和
五
十

八
年
五
月
、
自
治
公
民
館
長
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
規

約
・
事
業
計
画

・
役
員
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
自
治

公
民
館
連
絡
協
議
会
は
発
足
後
、
自
主
的
な
研
修

・
協
議
を
重

ね
な
が
ら
、
組
織
内
容
の
充
実
を
図
り
、
着
々
と
そ
の
実
績
を

挙
げ
つ
つ
あ
り
、
今
後
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
自
治
公
民
館
制
度
発
足
以
来
現
在
ま
で
の
、
活
動
拠
点

と
な
る
べ
き
館
の
整
備
状
況
は
第
17
表
、
公
民
館
長
な
ど
の
推
移

は
第
18
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ。f
 

つ

し
て
の
話
し
合
い
や
、
詰
め
の
打
合
せ
な
ど
が
行
わ
れ
て
、

相
当
の
努
力
を
要
し
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。

0
昭
和
五
十
八
年
四
月
、
自
治
公
民
館
制
度
発
足
。
発
足
時
点
で

は

一
八
地
区
が
結
成
さ
れ
、
役
員
が
決
定
し
て
、
い
よ
い
よ
公

民
館
制
度
は
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
三
地
区
の
う

ち
、
役
員
な
ど
の
問
題
で
出
遅
れ
た
地
区
は
五
地
区
で
あ
る

が
、
こ
れ
も
五
十
八
年
に
は
す
べ
て
結
成
さ
れ
、
全
町
二
三
地

区
の
自
治
公
民
館
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
発
足
す
る
こ
と
に
な

第17表 自治公民館建物整備の経緯

~ 
県単補助整備（村づくり事業） 単独整備（町単独助成）

公民館名 建設内容 l建決設補助算 公民館名 建設内容 建設補助決算

I上石原 増改築 1,850,000 円 久新 築

円

58 宮 887,000 

I 
I 

鍋麓原改
造築

1,930,000 
59 

宮川内改 255,000 

石 I 下有川 築60 峰増改築 8,696,000 切 門 新 1. 229, 100 

61 十 三 塚 1新 築 3,500,000

62 玉 利新 築 12,118,000 陵 北改増築 1,544,000 
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第 5章 自治組織と町民の集い

第18表 自治公民館長 ・戸数人口の推移

館 名 Iss年度 I59年度 I60年度 I61年度 62年度

瀬 竹 野元健至 国生 政一 二見極 国生政志 二 見忠

戸 数 60 64 73 64 94 

人 ロ 190 184 169 163 163 

I 

下有 川 切明 古市清隆 右山冗一 車に士ロ

戸 数 99 115 117 118 118 

人 ロ 365 369 368 368 370 

石 原 松山淳一郎 春田忍

戸 数 102 109 111 120 118 

人 ロ 366 359 367 367 384 

上 石 原 久保武徳 塩入蕉

戸 数 77 75 81 81 80 

人 ロ 218 213 212 212 213 

永 尾 岩 下貞 野間勝美 野問重雄

戸 数 62 77 83 84 82 

人 ロ 215 227 215 215 201 

据 石ケ岡 蔵園幸夫 佐藤幹男

戸 数 1?7 136 133 134 133 

人 口 412 448 432 432 433 

稲 荷 丸山忍

戸 数 78 83 94 94 97 

人 ロ 265 278 306 306 309 I 
' 

宮 JII 内 壱岐 正夫 竹下睦旺 下久保春雄 剥岩泰寛

戸 数 75 66 68 68 69 

人 ロ 277 186 216 216 218 

宮 久 壱岐 又次 町田 信人

戸 数 56 64 71 72 72 

人 ロ 210 205 215 217 212 

苗曰 我 阿久根勉 西 計

戸 数 109 142 146 148 148 

人 ロ 380 395 423 426 426 

縄今村優 波江野 実 本吉東司

戸 数 96 71 118 123 121 
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人 ロ I 343 

陵 北 今吉勝

I 令戸人
数 124 

ロ 472 

割 I二見剛史

戸 数 57 

人 ロ 170 

I ム水尻横 頭 重森吉利

1: 数 92 

ロ 301 

大 川内岡 岩元秀則

戸 数 67 

人 ロ 361 

石 峰 住吉優

戸 数 124 

i 人
口 483 

麗 原 福永忍

n: 数 85 

ロ 352 

l人 口 628 

利 1岩元 保雄玉

戸 数 107

人 口 368

ニfiムlfll 地 末祖忠雄

戸 数 142 

人 ロ 455 

I西 原 古藤典義

戸 数 122 

人 ロ 407 

十 塚 徳富武次

戸 数 79 

人 ロ 339 

55 

254 

146 

461 

56 

173 

83 

282 

79 

259 

148 

506 

87 

330 

339 

今吉耕夫

139 

468 

居細工実

58 

177 

84 

296 

92 

264 

159 

490 

117 

370 

木佐木信広

196 

597 714 

144 149 

422 430 

125 133 

424 436 

122 139 

411 452 

90 112 

324 326 

3431 

162 164 

507 525 

51 51 

160 160 

I 

109 109 

298 298 

岩元春美 I! 
94 94 

268 268 

有村四郎

160 167 

497 502 

120 126 i 
366 386 

742 742 I 

i 

150 1501 

437 438 

玉利敏也

135 138 

436 450 

137 141 

452 455 

征峰設

112 115 

326 317 



第 5章 自治組織と町民の集い

桑

戸

人

―

．

．

 

坂大野

数

口

久治

57 

173 

49 

144 

I 
末永

56 

150 

正美

54 

148 

54 

148 

お
も
な
活
動
を
記
録
す
る
と

一
、
青
少
年
育
成
の
開
発

一
、
婦
人
学
級
の
開
催

一
、
町
内

一
斉
美
化
作
業

一
、
自
治
公
民
館
対
抗
球
技
大
会

一、

地
区
公
民
館
対
抗
駅
伝
大
会

一
、
南
日
本
お
笑
い
名
人
寄
席
大
会

（
昭
和
62
年
5
月）

5
月
、

11
月
9
月
12
月

自
治
公
民
館
活
動
を
は
じ
め
、
地
区
公
民
館
活

動
の
連
絡
調
整
を
基
調
と
し
、
共
通
課
題
を
見
い

出
し
な
か
ら
、
地
域
自
治
意
識
と
連
帯
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
い
る
。
住
民
の
た
め
に
、
実
際
生
活

に
即
す
る
教
養
の
向
上

・
健
康
の
増
進

・
情
操
の

純
化
・

環
境
の
美
化
を
は
か
り
、
生
活
文
化
の
振

興
、
社
会
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
た
め
の
活
動
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会

の
活
動

0
社
会
部

1

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

2

老
人
、
子
供
会
、
高
校
生
ク
ラ
ブ
、
青
年
団
、
婦
人
団

体
等
の
育
成
と
組
織
の
強
化
に
関
す
る
こ
と
。

6

そ
の
他
の
部
に
属
し
な
い
事
項

5
 
4
 
定
例
会
、
研
修
会
な
ど
に
関
す
る
こ
と
。

地
区
公
民
館
に
関
す
る
こ
と
。

3
 
2
 
ー

一
、
み
ぞ
べ
「
ふ
る
さ
と
」
祭
り
参
加

公
民
館
館
長
が
住
民
主
体
の
自
治
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め

に
、
自
治
問
題
を
提
起
し
た
り
、
力
を
結
集
し
て
自
治
公
民
館
の

活
動
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
意
見
を
述
べ

あ
い
集
約
し
た
り
す
る
た
め
に
部
会
を
設
置
し
、
そ
の
機
能
を
発

揮
し
て
い
る
。

◇
溝
辺
町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
部
会
所
管
事
項

0
総
務
部自
公
連
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

事
業
計
画
、
予
算
、
決
算
に
関
す
る
こ
と
。

各
部
や
関
係
機
関
、
団
体
等
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る

こ
と
。

（参
加
者
九
五

0
名）

11
月
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0
産
業
部農
林
業

・
商
工
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

農
村
振
典
運
動
啓
発
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

農
村
総
合
整
備
啓
発
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

産
業
グ
ル
ー
。フ
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

農
林
道
の
維
持
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

ふ
る
さ
と
祭
り
に
関
す
る
こ
と
。

6
 
5
 
4
 
3
 
2
 
ー ー2

 

0
体
育
厚
生
部

体
育
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

ス
ボ
ー
ツ
ク
ラ
プ
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

3
 

4
 

5
 

5
 
4
 
3
 
老
人
の
福
祉
、
生
活
指
禅
に
関
す
る
こ
と
。

防
火

・
防
犯
に
関
す
る
こ
と
。

ふ
る
さ
と
文
化
振
輿
に
関
す
る
こ
と
。

駅
伝
大
会
、
球
技
大
会
等
に
関
す
る
こ
と
。

地
域
ぐ
る
み
増
健
の

日
定
着
に
関
す
る
こ
と
。

衛
生
、
美
化、

ご
み
減
量
作
戦
運
動
な
ど
に
関
す
る
こ

゜
と

第19表 溝辺町自治公民館組織表

溝辺町 (I治公民館連絡協議会

（会長） （役 H) (監事）

部会 事 業

協議会運営

総務部I-Ji業計画
予算研修会
地区公民館

付少年部

社会部I婦人部
高 齢者部

!'I治公民館 自治公民館 (I治公民舘 i'I治公民館 fl治公民館 ~1 治公民館

瀬竹
下初IIり）,., 

石原

.I・. 1i原

永 尾

凶
曰

陵

金

"＂]
I

l

 
J
E
'
 

k

t

 

4

出

ー

．

＇

据イiI泣l

稲 荷

';¥ Jll内

• ' • 
'・’'' 久

水尻横頭

大 ill内

イ， 峯

王

＾
冊．．．．
 
＇ ，
 犬
久
9

9

 

ll

也
如
＂
．

t
↑

L

-1
 

鍋麓原

西

桑

源

I・三 塚

坂

部
育

生
体

原

スポーツの振典
駅伝大会

球技大会
美 化運動

産業部I
産業の振典

晨村振興運勅

57 



9

夕絲Q囮旨7涎躍起E-

第
20
表
溝
辺
町
各
自
治
公
民
館
役
戦
員
名
節

（
昭
和
63
年
5
月
1
日
現
在
）

公
民
館
名
＼
館
長
体
育
部
長
婦
人
部
長
増
健
高
齢
者
青
少
年

交
通

補
禅
員
部
長
部
長
産
業
部
長
←
 
女
全
婦
役
場
担
当
職
員

-
-

.
 
一

海
老
原
山
口
春
男
石
原
ト
ミ
小
野
教
子
国
生
哲
二

東
川
内

春
規

ト
ミ
子

~
, 

-
-
-
-
-

-
-
1
 

-
—

| 

下
有
伽
り
岩
元
喜
吉
森
田
二
男
山
村
、
ン
ゲ
森
閏
代
子

-
―
,
_
 

-
-

I
—

I 
-
-

田
畑美
智
江

I
 

I
 

—' 
一花T~

野
問
悶
リ
久
保
秋
男

I~
 門塁竺

竹
之
内

中
川

竹
之
内
竹
之
内

竹
之
内

健
二

美
智
子

春
見

健
―
・・

ス
ミ
子
富
岡
広
美

I
 
-
竹
之
贔

1
 

神
田
橋
沼
ロ

曽
我
1
西
計
石
野
田
勇

洋
子
由
美
子
住
吉
初
壱
沼
口
良
明

石
野
田洋
子

『
-
-

-
,_

'
 

仮
屋
園

仮
屋
園

静
男

ゆ
り
子

-
-
・

田
上

最
勝
寺

八
重
子

—
~\ 

幸
子

仮
屋
園
仮
屋
園

仮
屋
園

恵
美
子

鎮
雄
野
村
勝
次
野
村
仁
志

前
田
洋
海

恵
美
子

,
 

.
'
 

宮
）II
内
竹
下
睦
旺
剣
岩
利
作
並
懇
ミ
子
岩
切
裕
子
池
田
実

剃
岩
重
男
前
畠ヨ
シ
子
武
元
耕
吉

本
吉
東
司
安
山
勝
鈴
杢
ノ
子
追
鳥
洋
子
東
郷
正
平
山
設
I
I
今
り
出
子
今
村
諭
1
河
原
幸
一

瀬
竹

山
村
喜
廣
藤
崎
秀
孝

2 

森
田
堕
吉
横
山
安
縛
山
村
隆
志
山
村
、
ン
ゲ
重
丸
修
三
森
田
峯
一

憐g踪

3 
石
原
町
田
良
夫
三
宅
春
男

村
田
鈴
子
堂
平
義
則
重
留
周
二

鶴
閾
裕
子
営
平
幸
司
藤
崎
勝
清

4 
上
石
原
塩
入
煩
白
石
二
男

久
保
茂
村
田
圭
一

永
尾

5 
野
間
重
雄

6 

沼
口
輝
実

7 
据
石
ケ
岡
岩
切
澄
男

8 
稲
荷

， 

宮
久

1
0
 

丸
山

野
村

忍茂

岩
切
正
信

岩
澤

曲宰

旧
方
芳
郎

神
田
智
子

前
田
信
子

神
田
智
子

蔵
園
輝
美

岩
元
節
夫

前
田
辰
二

松
田
帷
一

斉
藤
修

野
村
定
美

長
野
貞
I
ぷ

8S 

1
1
 
"＂) 
“ 



囃紺活

I踪
12 
陵
北
今
吉
耕
夫
今
吉
歳
晴
今
吉ノ
リ
子
岩
下
徳
今
吉
進
池
澤
敏
治
佐重環藤森境部義実
長
衛人
岩
下
徳
今
吉
睦
美
今
吉
近
見

13 
金
割
居
細
工
実
馬
場
勝
芳
野
問
康
子
飯
恵
野
美
子
居
細
工
実
黒
木
利
浩

野
間
康
子
今
村
政
憲
花
堂
誠

1
4
 
水
尻
横
頭
重
森
吉
利
重
森
順
一

占

像
重
森
廣
子
満
塩
満
雄

岩
元
典
子
渦
塩
時
政
宗
像
茂
樹

ホ

15 
大
川
内
岡
岩
元
春
美
山
崎
昌
洋
山
崎百
合
子
福
永

沼
口
利
夫

田
中

岩
元
和
幸
住
吉
謙
二

み
ち
子

す
み
子

16 
石
峯
有
村
四
郎
有
村
和
幸
東
郷
瞳
住
吉
雪
子
住
吉
敵
熊

福
永
敬
子
住
吉
康
雄
西
野
伸
一

17 
鍋
麓
原
福
永
忍
西
四
男
満
塩

山
下
ヒ
メ
米
丸
一
夫
上
別
府
山
下
春
季
福
永

福
永
久
治

キ
ヨ
子

幸
一

イ
ツ
子

1
8
 
玉
利
岩
元
保
雄
山
下
勝
義
今
村

山
下

徳
重
操
山
下
勝
義
徳
重
貞
利
中
馬
洋
子
外
山
雅
利
松
田
祥
一

フ
ジ
ミ
ミ
ェ
子

19 
論
地
玉
利
敏
也
末
重
良
規
末
重

今
吉
玉
子
末
重
政
義
末
菫
久
秋

古
川

石
原
薫
大
坪
求

マ
リ
子

ツ
ル
子

2
0
 
陵
南
柿
迫
実
中
山
誠
柿
迫
貞
子
H
高
和
子

H
高
和
子
中
山
誠
川
添
明
美

21 
西
原
馬
場
和
美
岩
井
英
夫
野
間
綾
子
市
来
順
子
古
藤
典
義
樗
木
廣
幸
久
保
山
二
見
朱
実
鎌
田
稔
井
手
上
昇

繁
良

2
2
 
1
三
塚
1
世
案
謡
斉
藤
士
郎
上
四
元
馬
場

岩
元
辰
二
．

立
岩
一
美
斉
藤真
知
子
岩
元
満
植
木
輝
昭

マ
サ
子
ス
ギ
子

末
原
久
江
大
野
久
子

2
3
 
桑
坂
末
永
正
美
楠
木
重
己

吉
満
時
吉

大
山
勝
美
吉
満

斉
藤
士
郎
三
好
健
一

ミ
ェ
子
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公
民
館
の
活
動

第
19
表
で
図
示
し
た
と
お
り
、
地
区
公
民
館
は
、
町
内
を
六
地

区
に
分
け
、

そ
の
―
つ
の
地
区
公
民
館
の
中
に
一
―
―l
五
の
自
治
公

民
館
を
合
体
し
て
活
動
す
る
場
合
を
地
区
公
民
館
活
動
と
し
て
と

ら
え
て
い
る
。
主
な
事
業
は
、
町
内
一
周
駅
伝
大
会
、
三
年
に

一

回
行
わ
れ
る
町
民
体
育
祭
な
ど
で
あ
る
。
事
業
に
要

す

る

経

費

は
、
そ
の
つ
ど
各
地
区
の
自
治
公
民
館

の
戸
数
に
応
じ
て
、
必
要

経
費
を
徴
収
す
る
方
法
で
あ
り
、

単
位
自
治
公
民
館
を
主
体
と
し

て
合
議
制
の
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

町
内
三
二
地
区
の
自
治
公
民
館
の
活
動
は
、
大
同
小
異
で
大
体

似
通
っ
た
も
の
で
あ
る
。
老
齢
部
落
を
抱
え
た
集
落
、
多
様
化
す

る
混
住
地
域
の
自
治
公
民
館
な
ど
当
面
す
る
課
題
は
多
い
が
、
そ

の
中
か
ら
特
色
の
あ
る
二
館
（
発
足
当
初
多
く
の
課
題
を
の
り
こ

え
て
軌
道
に
の
っ
た
自
治
公
民
館
）
を
と
り
上
げ
て
み
よ
う
。

◇
宮
久
自
治
公
民
館

（
館
長

・
壱
岐
又
次
）

切
発
足
ま
で
の
経
過

溝
辺
町

の
北
西
に
位
置
し
、
横
川
町
と
界
を
接
す
る
集
落
で
、

戸
数
六
三
戸
、
人
ロ

ニ―

0
人
。
昭
和
五
十
七
年
十
月
、
自
治
公

民
館
制
度
に
つ
い
て
説
明
会
が
あ
り
、
上
宮
原
、
下
宮
原
、
宮
久

の
各
部
落
を
一
地
区
と
し
て
、
自
治
公
民
館
の
活
動
が
発
足
す
る

こ
と
に
つ
い
て

①
小
学
校
区
の
違
い

（竹
子
小
と
溝
辺
小
）

②
大
字
の
区
画
が
二
つ
に
わ
た
る
（
竹
子
、

三
縄
）

③
行
政
の
下
請
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
不
安
で
あ
る

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
難
点
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
五
十
八
年

四
月
、
町
内
二
三
区
の
う
ち
一
八
地
区
の
公
民
館
が

一
斉
に

ス

タ
ー
ト
を
し
た
さ
い
、
宮
久
自
治
公
民
館
も

一
番
組
と
し
て
発
足

し
た
。
役
員
の
選
出、

事
業
計
画
の
こ
と
、
資
金
と
自
治
会
会
費

の
こ
と
な
ど
困
難
な
問
題
も
あ

っ
て
、
出
来
る
だ
け
無
理
を
し
な

い
よ
う
に
事
業
も
控
え
目
に
計
画
し
た
。
す
な
わ
ち
当
初
の
事
業

計
画
は
①
管
内
美
化
作
業
②
十
五
夜
祭
の
催
し
③
地
区
運
動
会
な

ど
で
あ

っ
た
。

③
地
区
公
民
館
の
建
築

自
治
公
民
館
を
運
営
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
公
民

館
と
い
う
「
館
」
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
話
し
合

い
に
よ
り
、
農
村
振
輿
運
動
に
よ
る
集
会
所
の
建
設
話
題
も
提
供

さ
れ
、
公
民
館
の
た
め
の
「
館
」
と
し
て
某
事
務
所
の
払
下
げ
な

ど
具
体
化
し
た
話
が
提
示
さ
れ
て
、
い
よ
い
よ
地
区
の
自
治
公
民
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館
と
し
て
移
転
建
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
戸
当
た
り
の
拠
出
金
約
一
万
五

0
0
0
円
、
そ
れ
に
町
の
助

成
金
な
ど
含
め
て
総
工
費
一
四

0
万
五

0
0
0
円
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
民
の
協
力
に
よ

っ
て
、
宮
久
自
治
公
民
館
の
「
館
」
が
出
来

あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

③
自
治
公
民
館
モ
デ
ル
地
区
指
定

教
育
委
員
会
で
は
、
自
治
公
民
館
の
運
営
育
成
を
目
途
と
し

て
、
モ
デ
ル
自
治
公
民
館
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
、
宮
久
自
治

公
民
館
を
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
の
テ

ー
マ
は
、
婦
人
部
の
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
主
題
と
し
、
育

成
補
助
金
は
、
二
年
連
続
を
条
件
と
し
て
年
間
五
万
円
で
あ
っ

こ。t
 ④
今
後
の
課
題

①
地
域
連
帯
感
の
高
揚

②
自
治
意
識
の
向
上
③
人
問
関
係

と
人
づ
く
り
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
そ
の

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

◇
下
有
川
切
門
自
治
公
民
館
（
館
長
・
岩
元
喜
吉
）

①
集
落
の
概
況

下
有
川
切
門
自
治
公
民
館
は
、
八
部
落
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お

り
、
溝
辺
町
役
場
か
ら
大
ロ
ー
加
治
木
線
に
沿
っ
て
一
•
五
ば
T
~

戸 数・人 ロ・耕 地 面 積 （面積単位：アール）

人 ロ 耕 地 面 積
集落名 戸数

I I I 男 女 計 田 畑 計

中園 19 45 40 85 643 1614 2257 

森田 22 37 40 77 506 1703 2209 

中森園 12 20 33 53 233 1296 1529 

上森園 13 27 30 57 307 1565 1872 

切明 8 13 13 26 50 185 235 

元切明 4 2 4 6 67 79 146 

中有川 6 8 8 16 46 120 166 

門田 13 18 25 43 142 189 311 

計 97 170 193 363 1994 6751 8745 
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｀
ー
，3
 

,1
、
0
体
育
部
（
部
長

・
森
田
二
男
）

各
種
ス
ボ
ー
ツ
の
振
典
を
目
途
と
し
、
運
動
会

・
球
技
大
会

・

駅
伝
大
会
な
ど
行
っ
て
地
区
民
の
健
康
と
、

備
に
当
た
る
。

事
業
（
六
十
二
年
度
）

役

館長

員

組
織

会

ー
ー
＇
高
齢

者

部ス
ボ
ー
ツ
の
条
件
整

会

ー

体

員委

I

-ー

青
少
年
育
成
部

営運

ー

ー

娼

人

部

育

部

ー

産

業

部

――-
2点
に
散
在
す
る
集
落
で
あ
る
。
姶
良
地
区
農
業
共
済
組
合
の
事

務
所
や
、
鹿
児
島
精
機
工
場
、
淵
上
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
場
、
ふ
る
さ

と
工
業
な
ど
の
会
社
進
出
も
あ
り
、
比
較
的
活
気
に
満
ち
た
農
村

集
落
で
あ
る
。

水
田
は
網
掛
川
に
沿
っ
て
細
長
く
広
が
り
、
畑
作
は
、
有
川
原

ほ

水
尻
原
に
畑
総
事
業
に
よ
る
基
盤
整
備
を
さ
れ
た
圃
場
が
あ
り
、

か
ん

畑
灌
事
業
に
よ
る
灌
水
も
間
近
で
、
今
後
の
営
農
が
期
待
さ
れ
る

と
同
時
に
、
幾
多
の
問
題
も
抱
え
て
い
る
地
区
で
も
あ
る
。

③
 

ー

総

務

社

会
部

0
総
務
社
会
部
（
部
長

・
森
田
峯
一
）

公
民
館
事
業
の
総
体
的
な
こ
と
を
司
り
、
組
織
の
強
化
・

地
区

内
美
化
活
動
及
び
各
部
の
調
整
を
図
る
。

0
青
少
年
育
成
部
（
部
長

・
有
村
政
春
）

こ
ど
も
会
（
親
子
会
）
の
活
動
を
も
っ
て
、

小
中
学
校
の
児
童

生
徒
の
教
化
を
は
か
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
、

七
月
の
親
子
キ
ャ

ン
プ
（
平
田
岡
公
園
）
、
高
齢
者
部
と
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
親
睦
会
、

十
五
夜
祭
、
相
撲
大
会
、
大
網
引
き
、
地
区
民
総
出
の
抽
選
会
な

ど
盛
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
ふ
る
さ
と
農
園
（
ス
イ
カ

・
カ
ラ
芋
耕

作
）
で
は
親
と
子
で
、
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
の
作
業
に
従
事

し
、
共
同
作
業
の
た
の
し
さ
と
勤
労
の
尊
さ
を
学
ぶ
学
習
を
行
っ

た
。
ス
イ
カ
は
区
域
内
の
独
居
老
人
の
家
に
も
配
ら
れ
、
カ
ラ
芋

は
地
区
運
動
会
の
賞
品
と
し
て
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
活
動
は

各
層
の
評
価
を
得
て
い
る
。

〇
婦
人
部
（
部
長

・
山
村
ン
ゲ
）

昭
和
六
十
年
に
自
治
公
民
館
婦
人
部
と
し
て
発
足
、
各
部
落

（
地
域
婦
人
会
を
含
む
）
の
婦
人
を
対
象
に
結
成
、
住
み
よ
い
郷
土

と
、
許
し
合
え
る
人
間
関
係
を
育
て
、
婦
人
の
力
を
合
わ
せ
て
地

域
の
発
展
に
努
力
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。
特
に
日
の

丸
運
動
に
は
精
力
的
に
取
り
組
み
、
祝
祭
日
に
は
主
婦
が
す
す
ん
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下
有
川
切
門
自
治
公
民
館
は
、
町
内
二
三
地
区
の
中
の
ご
く
平

均
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
は
げ
し
く
変
動
し
つ

つ
あ
る
農
村
社
会
の
自
治
公
民
館
活
動
は
、
産
業
面
で
も
、
畑
灌

事
業
の
発
足
を
前
に
、
前
途
に
幾
多
の
難
題
を
か
か
え
て

い
る
。

老
齢
化
し
つ
つ
あ
る
家
族
構
成
の
部
落
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

職
業
の
多
様
化
、
価
値
観
の
異
な
る
年
代
層
の
違
和

•

新
人
類
の

④

む
す
び

で
掲
揚
の
よ
び
か
け
を
行
う
よ
う
に

し、

実
績
を
挙
げ
て
い
る
。

お
も
な
事
業
は
①
区
域
内
の
花
見
に
よ
る
人
間

交

流、

②
敬

老

会
、
③
健
康
診
査
と
栄
養
教
室
、
④
美
化
運
動
と

ふ
る
さ
と
料
理

に
よ
る
世
代
の
交
流
な
ど
。

0
高
齢
者
部
（
部
長

・
森
田
重
吉
）

①
老
人
の
健
康
管
理
、
②
公
園
と
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
管
理
、

③
老
人
会
の
運
営
、

④
独
居
老
人
の
訪
問

・
交
流
。

0
産
業
部
（
部
長

・
山
村
隆
志
）

畑
灌
事
業
の
推
進
に
伴
い
、
産
業
部
の
抱
え
る
課
題
は
大
き
い
。

特
に
老
齢
化
し
つ
つ
あ
る
世
帯
の
後
継
農
地
の
問
題
、
畑
総
に

よ

る
負
担
経
黄
の
増
大
、
そ
の
他
特
種
作
物
の
作
付
体
形
、
園
芸
、

茶
、
畜
産
等
機
能
集
団
の
育
成
な
ど
、
若
手
農
家
と
の
対
話
を
は

か
り
な
が
ら
、
鋭
意
努
力
を
続
け
て
い

る。

四

社
会
感
：・
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
様
相
を
呈
し
て
、
激
変
す
る
集
落
の

前
途
は
き
び
し
い
も
の
が
あ
る
。
自
治
公
民
館
活
動
は
、
ゆ
れ
動

く
時
代
の
中
で
、
自
治
を
守
り
、
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
運
動
を
展

か
ぎ

開
し
て
、
明
日
の
郷
土
を
切
り
開
く
鍵
を
握
っ
て
い
る
。

地
区
公
民
館
の
建
設

崎
森
地
区
公
民
館
建
設
を
例
示
し
よ
う
。

崎
森
地
区
は
、
鹿
児
島
空
港
開
港
以
来
、
住
宅
建
設
な
ど
が
す

す
み
、
自
治
活
動
も
活
発
化
の
傾
向
に
あ
る
中
で
、
中
核
的
施
設

が
な
く
地
域
住
民
は
強
く
公
民
館
建
設
を
望
ん
で

い
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
崎
森
地
区
公
民
館
は
、
通
商
産
業
省
が
推
進

し
て
い
る
工
業
再
配
置
促
進
事
業
の
適
用
を
う
け
て
建
設
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
工
業
再
配
個
の
基
と
な
る
企
業
は
、
崎
森
上
堤
に

町
が
所
有
し
て
い
た
用
地
の
譲
渡
を
う
け
、
昭
和
五
十
五
年
四
月

操
業
開
始
の
東
洋
高
圧
株
式
会
社
（
本
社
11
鹿
児
島
市
下
荒
田
町

ニ
ー
四
六
ー
七
）
で
あ
る
。

こ
の
会
社
は
、
南
九
州
に
お
け
る

D

c
.
A
C
。ハ
イ
ル
の
生
産
が
主
要
で
、
資
本
金
九
五

0
0
万
円

（
当
時
）
で
あ
る
。
当
時
の
溝
辺
町
過
疎
地
域
工
業
開
発
促
進
条

例
に
基
づ

い
た
特
別
措
置
の
適
用
企
業
に
指
定
さ
れ
た
企
業
は
、
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財
源
内
訳

工
事
請
負
投

こ
の
会
社
が
最
初
で
あ
っ
た
。

本
公
民
館
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
元
馬
立
小
学
校
跡
地
に
事

業
着
工
、
五
十
六
年
一
月
完
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
崎
森
地
区

住
民
の
グ
ル
ー
プ
活
動
、
研
修
会
、
講
浪
会
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
地
域
に
密
着
し
た
も
の
と
な
り
、
現
在
そ
の
目
的
が

果
た
さ
れ
て
い
る
。

〔
建
物
の
概
要
〕称

0
名

崎

森

地

区

公

民

館

0
所

在

地

渦

辺

町

崎

森

二
七

一
八
ー
一

〇
敷
地
面
積

―
二
0
0
•

五
二
平
方
屈

〇
鉄

骨

造

二
階
建

〇
建
築
面
積

一
六
三

・
九
六
平
方
屈

〇
延
床
面
積
三
二
七

・
九
二
平
方
屈

（
一
階
）
中
会
議
室
、
小
会
議
室
、
書
庫
、
事
務
室
、
調

理
室
、
（
二
階
）
大
会
議
室
、
ロ
ビ
ー

0
事
業
費
（
工
事
関
係
費
）

設
計

・
地
質
調
査

国
庫
補
助
金

四
二
0
0万
七

0
0
0
円

一
七

0
万
七

0
0
0
円

四

0
1
―10万
円

ニ――

10四
万
五

0
0
0
円

日

溝
辺
ふ
る
さ
と
祭
り

本
町
は
古
く
か
ら
純
農
村
と
し
て
、
ナ
タ
ネ
、
サ
ッ
マ
イ
モ
、

茶
、
畜
産
な
ど
農
業
面
に
お
い
て
は
県
下
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て

い
た
が
、
文
化
面
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
文
化
協
会
が
設

立
さ
れ
る
ま
で
は
見
る
べ
き
活
動
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
町
民
の

文
化
的
意
識
の
高
揚
を
め
ざ
し
て
、
昭
和
四
十
九
年
第

一
回

「
文

化
祭」

を
開
催
、
以
後
昭
和
五
十
六
年
ま
で
、
毎
年
十

一
月
三
日

に
文
化
協
会
主
催
で
開
催
し
、
本
町
唯
一
の
文
化
行
事
と
し
て
、

そ
の
内
容
も
逐
時
充
実
し
、
広
く
町
民
に
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
。

じ
よ
う

一
方
、
五
穀
豊
饒
に
感
謝
し
、
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
の

農
業
祭
と
し
て
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
「
農
村
振
興
大
会
」
を
町

主
催
で
開
催
し
て

い
た
。

こ
の

二
大
行
事
を
、
な
お

一
層
盛
大

・
有
意
義
に
す
る
た
め
、

こ
れ
を
同
時
に
実
施
し
た
ら
と
の
町
民
の
意
向
か
ら
、
関
係
機
関

で
協
議
の
結
果
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
文
化
祭
と
農
業
振
輿
大
会

五
町
民
の
集
い

起

般債

―ニ―
10万
円

七
六
六
万
二
0
0
0
円
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第1部

0
花
壇
、

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞 コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

総

0
う
ど
ん
、
そ
ば
、

〇
増
健
、
標
語
、
作
文
、

ー
プ
）

に
ぎ
り
め
し
、

わ
た
あ
め
コ
ー
ナ
ー
（
農

〇
溝
辺
産
牛
肉
、
黒
豚
肉
直
売
コ
ー
ナ
ー
・

青
空
市
場

(A
コ

0
テ
ー
マ
入
賞

0
青
少
年
育
成
書
道
席
書
大
会
入
賞

ま
た
昭
和
六
十
二
年
の
行
事
は
次
の
と
お
り
。

◇
各
種
表
彰

編

飛
翔

山
口
和
美

を
「
溝
辺
ふ
る
さ
と
祭
り
」
と
し
て
、
毎
年
十
一
月
三
日
に
開
催

す
る
こ
と
と
し
た
。
以
後
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
そ
の
内
容
は

質
量
と
も
充
実
し
、
本
町
の
産
業
発
展
、
文
化
向
上
の
た
め
の
一

大
行
事
と
し
て
町
民
に
定
着
し
て
い
る
。

町
民
総
参
加
の
意
味
か
ら
、
メ
ー
ン
テ
ー
マ
を
公
募
し
て
い
る

が
、
各
年
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（

年

）

（

テ

ー

マ

）

（

入

選

者

）

57

新
生
文
化
と
生
活
の
調
和

二
見
剛
史

58

創
造
住
民
の
知
恵
と
生
産

岩
元
華
江

59

躍
動
豊
か
な
心
で
活
気
あ
る
生
産

岩
元
典
子

60

生

産

は

み

ん

な

の

知

恵

と

力

か

ら

満

塩

昌
代

61

建

設

住

民

の

力

と

和

で

新

溝

辺

桑

畑

雅

代

62

実
り
あ
る
未
来
に
向

っ
て
ゴ

ー
溝
辺

0
自
治
公
民
館
コ

ー
ナ
ー
（
各
自
治
公
民
館
の
紹
介
）

〇
「
青
少
年
育
成
」
コ

ー
ナ
ー
（
書
席
、
学
校
別
作
品
展
示
）

0
ふ
る
さ
と
コ

ー
ナ
ー
（
文
化
協
会
ほ
か
）

〇
絵
画

・
書

・
エ
芸

・
手
芸

・
文
芸
・
写
真
等
（
文
化
協
会
、

各
サ
ー
ク
ル
ほ
か
）

0
生
花
・
寒
蘭
・
菊
等
（
文
化
協
会
、
サ
ー
ク
ル
ほ
か
）

0
農
林
産
物
・
生
活
改
善
・
栄
餐
改
善
等
（
各
サ
ー
ク
ル
）

0
増
健
コ
ー
ナ

ー
・
薬
草
コ
ー
ナ
ー

0
郵
便
局
コ
ー
ナ
ー
（
記
念
切
手
販
売
・
ス
タ
ン
プ
押
印
）

〇
企
業
コ

ー
ナ
ー

(
N
T
T
、
錦
灘
酒
造
、
九
州
電
力
、
梅
田

産
業
）

〇
溝
辺
茶
無
料
サ

ー
ビ
ス

〔
館
外
〕

〇
農
機
具
の
展
示
（
町
農
協
ほ
か
）

〇
農
産
物
品
評
会
入
賞

◇
展
示
、
も
よ
お
し
も
の

〔
館
内
〕

（
茶
振
興
会
・
茶
業
青
壮
年
部
）
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第 5章 自治組織と町民の集い

プ ロ グ ラ ム

時間 1種 目 1内 容出 演 者

1 I 9. 30 ¥ゆうぎ Iサ‘ノサ` ノ音頭 I陵南幼稚園 40名

2 9. 40 筑前琵琶 秋風故郷の山 l， 黒木ッタ

31 9. 55 三味線 知床旅情・無法松の一生 三味切線 藤音会
岩朝子 他12名

4 10. 05 詩吟 同期の桜 光岳流秀溝子辺支部
城山エレジ一 玉利 他 9名

＜式典＞ 開式のことば 副委員長（文化協会長）

10. 20 1 運営委員長挨拶

2 議会議長祝辞

3 表彰

4 体験発表

陵南小学校農業研修バスに参加して 吉満真一 (6年生）

溝辺小学校たのしい若たか 上野幸太 (5年生）

竹子小学校竹子緑の少年団活動状況について 別府みゆき (6年生）

般九州青年の船に参加して 重丸智子

閉式のことば 副委員長（姶良中部農協組合長）

5 11. 10 和太鼓 特別出演 蒲生町廣青年校団（作曲 溝辺
中兼長）

6 ¥ 11. 20 舞踊 津南軽部甚俵句積．唄黒田の舞 高脇千穂菊流代寿美鈴会
堀 ほか 7名

1 11. 45 I I 三味線 安来節．沖軽 沼鈴教口室つや子 ほか8名

8 I 112. 00 合奏 Iマルセリーノの歌（（合笛の二重奏）トトトの歌 奏） 陵南小学校 5年生 58名

9 12. 10 日舞 南部盆れ唄・千恵っ子よされ 春野日流寿凰会
寿．睛姿なにわ音頭 問口きり子 ほか25名

10 12. 30 
鹿児島よさこい節． シ馬ャン 三味線繁美会

三味線 シャン馬道中唄鈴掛お
どり 向江政廣 ほか15名

マーチ｀ノグ 雷神．涙のリクエスト．チ
マーチングは溝小マーチン

11 12. 45 奏ャチャチャ きらきら星変
グパソド. 4・5・6年リ

リコーダ合奏 曲．私のベラビンバ他 コーダ合奏は溝小音楽クラ
ブ 85名

12 13. 10 箪曲 はとぽっぽ． 雪の幻想 歌寿奈会
チューリップ 瀬戸山裕美 ほか
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第 1部 総

編

13 13. 25 舞踊 お祝い音頭頭 曽我自治公民館高齢者
東京音 壱岐千尋 他14名

i I おはら節 参加者全員14 13. 35 おどりの広場 はんや節

1s ¥ 13. 50 I盟産 物即 売
16 14. 20 おたのしみ抽選 会

剣
道
、
相
撲
、
バ
レ

ー
大
会

口
工
教
室

〇
紙
飛
行
機
大
会

町
民
体
育
祭

第
一
回
町
民
体
育
祭
は
、

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
三
日

溝
辺
中
学
校
校
庭
で
町
民
の

体
位
向
上
と
総
親
和
を
図
る

た
め
開
催
さ
れ
た
。

地
区
割

は
小
学
校
区
対
抗
で
、
採
点

種
目
は
婦
人
の
お
手
玉
競
争

や
、
P
T
A
の
網
引
き
、
年

齢
別
リ
レ
ー
な
ど
で
溝
辺
小

学
校
区
が
初
優
勝
し
た
。
そ

の
ほ
か
第
一
回
大
会
で
は
、

＼
 

0
ト
ン
カ
チ
号
に
よ
る
木

団
）
協
婦
人
部
、
商
工
会
青

年
部
、
婦
人
部
、

青
年

そ
の
あ
と
大
会
回
数
も
二
三
回
を
迎
え
た
。
こ
の
間
、

地
区
割

や
会
場
な
ど
幾
多
の
変
革
を
み
な
が
ら
、
昭
和
五
十
八
年
自
治
公

民
館
制
度
発
足
に
よ
り
、
地
区
公
民
館
を
単
位
と
し
た
地
区
割
が

定
着
し
、
町
と
、
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
と
の
共
催
に
よ
り
多

く
の
町
民
参
加
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
六
十
年
の
運
営
委
員
会

で
、
毎
年
実
施
を
一
一
一
年
ご
と
実
施
に
あ
ら
た
め
ら
れ
、
第
二
四
回

は
昭
和
六
十
―
――
年
に
開
催
さ
れ
た
。
第
一

四
回
以
降
の
成
績
は
第

21
表
の
と
お
り
。

が
人
気
を
集
め
た
。
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第
21
表
町
民
体
育
祭
の
成
績

今磁Q出巨7釜躍茫皿

回
開
催
年
月
日
場
所
優
勝
準
優
勝
3
位
4
位
5
位
6
位
7
位
備

考

14 
51. 10
.
 10 
上
床
総
合
竹
子
74 I陵
南
65 
崎
森
62 I麓

陵
北
有
川
A
有
川
B
7
地
区
制

グ
ラ
ン
ド

1
5
 
5
2
.
1
0
.
1
0
 
”
 

（
竹
子
と
崎
森
と
が
同
点
の
た
め
優
勝
旗
は
お
あ
ず
け
）

”
 

1
6
 
53. 10
.
10 
”
 
竹
子
77 
有
川
B
62 
陵
南
61 
陵
北
52 
崎
森
52 
麓
42 
有
川
A
31 
”
 

1
7
 
5
4
.
 10
.
 10 
”
 
竹
子

麓
崎
森

陵
北

陵
南

有
川
B
有
川
A
”
 

1
8
 
55. 10. 
10 
”
 
陵
北
麓
82
竹
子
76 
有
川
74 
崎
森
63 
陵
南
50 

5
地
区
制
と
な
る

1
9
 
56. 10
.
 10 
”
 
有
川
73 
竹
子
70 
崎
森
68 
陵
南
55 
陵
北
麓
46

2
0
 
57. 10
.
 10 
”
 
竹
子
94 
有
川
80 
陵
南
68 
崎
森
57 
陵
北
麓
42

自
治
公
民
館
館
制
度
発
と
足

21 
58. 10
.
1
0
 
”
 
竹
子
92 
陵
南
84 
陵
北
78 
麓
72
I
 
崎
森
70 
有
川
62
 

地
区
公
民
対
抗
な

る

2
2
 
5
9
.
1
0
.
 10 
溝
辺
中

（
途
中
雨
天
と
な
り
午
前
で
中
止
）

2
3
 
6
0
.
 10
.
1
0
 
上
床
総
合
陵
南
94 
竹
子
89 
有
川
69 
麗
65 
陵
北
59 
崎
森
59 

次開
回
か
ら
3
年
に
1
回

グ
ラ
ン
ド
I
 

催
と
な
る

2
4
 
63. 1
0
.
 10 

// 
陵
北
83 
陵
南
82 
麓
81 
竹
子
69 
有
川
58 
崎
森
57 

I
 

89 

憐S撼



呵
芸
凶
<
~
[
出
濫
哀
垢
涵
恙
謡
~
-
K
ぐ甘

皆
品
ば
+
<
母
回
匹
皿
森

<--1'咀
涯
要
遥
ふ
涵
⇒
▽
姻
~
j
0
 

;
や
妾
凶
<--1'
函
濫
全
漣
迅
⇒
共゚
i-1/)J
や
芸
凶
旦
兵
全
没
華
寒
→

薬
品
如
竺
ふ
t,(l
.(.2
唸
＇
巨
包
l
胆
祗
岨
謡
製
米
ぐ
甘
如
挑
砦
ヤ
J{l)
J

心
心
足
い
は
゜
ホ
ー

4
蒻
怪
＇
閾

\tt-,0裡
楽
ど
勾
旦
濫
~
,
姓
檸

華
嶼
ど
因

e
米
柊
ぷ
辞
象
宍
旦
弓
ミ
菩
品
ば
十
兵
~
1
1
皿
+
1
エ
撼

第
2
2
表
地
区
公
民
館
対
抗
駅
伝
大
会
成
績

1
回
米

4船
追
里
準
杓
兵
俎
゜
Q
~
晦
母
匡
翠
以
弓
ミ
旨
挙
+
<
Q'<,--

＂
（
入

,L.心,...)ド冤
lll¾,...)0

\'~i-Q
゜
怜
米

4甘
熙
曲
Q
廿
ふ
心
報
凶

益
ぶ
Q
翠
袖
＇
幽
翠
盤
芸
芸
凶
哀
毎
祁
庄
祗
ぶ
熙
曲
〇
溜
迅
＇
弼

.;.!'盛
fL-

I
匡
益
赳
米
俎
Q
脳
淀
睾
壮
旦

H
入

,L.=
—
約
菜
心
妥

'
.
.
.
¥
)
'
奇
巡
米
二
旦
益
迦
初
菜
心
゜
冊
送
封
藁
竺
撼
斜
恨
Q
匁
昇

-'=' 

謙 紺活I踪

I
第
1
回
第

2
回
第

3
回
第

4
回
第

5
回
第

6
回

順
位
(59
年
2
月
11
日）
(60
年
1
月
20
日）

(61
年
1
月
19
日）

(61
年
10
月
26
日）

(62
年
11
月
1
日）

(63
年
11
月
6
日）

優
勝
竹
子
A
1.53.46 

陵
南
A
1. 
54. 32
 
有
川
A
1.52.33 

麓
B
1
.5
5
.
0
3
 
有
川
A
1. 
56. 02
 
麓
B
1. 
51. 2
9
 

準
優
勝
崎
森
A
1. 
55. 2
0
 
崎
森
1
.
5
5
.
0
4
 
綺
森
1.56.13 

陵
南
A
1
.
5
6
.
1
4
 
陵
南
A
1
.
5
7
.
0
8
 
崎
森
1. 
53. 49 

3
位
有
川
B
1. 
56. 3
8
 
麓
A
1
.
5
5
.
0
5
 
陵
北
A
1
.57.04 

有
川
A
1
.
5
7
.46 
麓
B
1
.5
8
.5
2
 
有
川
A
1. 
54. 45 

4
位
有
川
A
1.
56
.49 
竹
子
A
1
.5
5
.
3
7
 
陵
南
A
1. 
5
7
.
0
5
 
有
川
c
1
.
5
9
.
5
7
 
崎
森
2
.
 
01. 4
0
 
陵
北
A
1. 
55. 43 

5
位
麓
B
1. 
57. 49 
有
川
B
1. 
57. 19 
麓
A
1
.
5
7
.5
8
 
竹
子
A
2
.
0
0
.
0
5
 
竹
子
A
2
.
0
2
.
1
7
 
有
川
B
1. 
55. 52 

6
位
有
川
c
1. 
58
.
 51 
陵
北
A
1. 
57. 2
2
 
竹
子
A
1
.
5
9
.
2
5
 
崎
森
2. 
01. 16 
陵
北
A
2
.0
4
.
5
9
 
陵
南
1. 
56. 55 

7
 
位
竹
子
B
2
.0
0
.
2
2
 
有
川
A
1. 
58. 44 
有
川
B
1. 
59. 3
7
 
有
川
B
2
.
0
6
.
4
6
 
有
川
B
2.1
0
.07 
竹
子
A
1. 
58. 16 
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ニ嶽e函旨7挺躍走皿

8 

， 10 11 

憐g撼
12 

13 位位位位位位

躍
進
賞

陵
南

陵
北
A

麓
A

陵
北
B

陵
北
c

崎
森
B

2
.
0
0
.45 

2
.
0
1
.
4
1
 

2. 
02
.
 17 

2
.
0
2
.
2
1
 

2
.
0
3
.09 

2
.
0
4
.
0
4
 

有
川
c

竹
子
B

陵
南
B

陵
北
B

崎
森
B

2
.
0
0
.
5
4
 

2
.
0
4
.
3
3
 

2
.
0
7
.
1
8
 

2
.
0
7
.
4
1
 

2
.
1
5
.
4
8
 

麓
B
(
参
考
）2
.
0
7
.
5
2
 

①
麓
A
R
 陵
南
A

⑧
陵
北
A

有
川
c

麓
B

陵
南
B

陵
北
B

竹
子
B

2
.
0
2
.
0
5
 

2
.0
3
.
3
2
 

2
.
0
5
.
2
9
 

2.06.41 

2
.
1
0
.
0
7
 

①
有
川
A
R
陵
南
B

麓
A

陵
南
B

竹
子
B

陵
北
A

陵
北
B

①
麗
B

2
.
0
6
.
4
7
 

2
.
0
8
.
3
6
 

2. 
09. 11 

2
.
0
9
.
2
8
 

2
.
1
0
.5
8
 

③
有
川
c

竹
子
B

陵
北
B

麓
A

2.11. 55 

2. 
11. 5
6
 

2
.
1
6
.
4
0
 

①
陵
北
A
R
有）
IIA 

麓
A

陵
北
B

竹
子
B

①
麓
A

2
.
0
0
.
4
1
 

2
.
0
4
.
0
2
 

2
.
0
6
.
4
8
 

R
有
川
B

OL 

区
間
賞

区
氏[

第
回＇ 
名
Iタ
イ
ム
氏

第
2 
回

名
Iタ
イ
ム
氏

第
3 
回

名
jタ
イ
ム
氏

第
4
回

名
I
タ
イ
ム
氏

第
5 
回

氏

第
6 
回

名
Iタ
イ
ム

1
区

2
区

3
区

征
峯
毅
志

（
崎
森
A
)

久
木
田
浩
徳

（
竹
子
A
)

重
丸
静
美

（有
川
A
)

7. 
551 
山
元
金
万
蔵

（
陵
南
A
)

11. 4
0
1
 笹
峯
毅
志
（
崎
森
）

3. 
19
1
 岩
元
伊
津
代

（
竹
子
A
)

7
.
 
431 
住
吉
義
輝
（麓
A
)

12. 04
1
 並
松
国
博

（
竹
子
A
)

3. 
0
9
1
 重
丸
静
美

（
有
川
A
)

7. 
51
1
 沼
口
誠

（
陵
北
B
)

3.ll
l
 福
永
ま
ゆ
み
淡

（
陵
南
A
)

7. 
461 
前
田
堅
太
郎
門

（
有
川
A
)
7
.
3
3
 

12. 09
1
 山
元
金
万
蔵
※

（
陵
南
A
) I
 11. os 
岩
元
俊
樹

（
有
川
A
)

3. 
01
1
 福
永
ま
ゆ
み

（
陵
南
A
)

11. 5
8'
 

3.07 

蔵
園
秀
作
※

（
竹
子
A
)
I
 7.
 
3
2
 

住
吉
義
輝
※

（麓
B
)
I
 
10
.
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下
徳

（
陵
北
A
)
3
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譴

4
区
神田（陵橋北景
A光
)
 
6.01 
神田（陵橋北景
A光
)
 
6
.
0
6
 
横（有山
川
秀
A行)
 
今
島
優

今
島
優
停
今
島
優
6
.0
0
 

6. 
02 
（
陵
南
A
)
5, 
41 
(
陵
南
A
)
5. 
3
6
 
(
陵
南
）

神田（陵橋北景
A光
)
 

岩
元
（
麗
勝
B幸)
 
河原（陵

誠
※
 
河原（陵

誠
剥岩（竹
習

河
原
戚

河
原
陵
誠

5
区

7.25 
北
A
)
7.23 

北
A
)
7
.
2
5
 
子
B
)
7.56 
（陵
北
A
)
7
.
4
0
 
（
北
A
)
7
.
3
3
 

有
村
（
麓
昌
B明)
 
朝隈（有
川
竜
B也)
 ※
 
坂
口
博

君
付
憲
作

山
下
二
郎

今
島
康
一
郎

6
区

5
.
0
6
 

5
.
0
3
 
（
崎
森
）
5
.
3
2
 
（
崎
森
）
5
.
2
3
 
（
陵
南
A
)
5
.2
2
 
（
陵
南
）
5
.
4
1
 

7
区
外
山
子
広
A幸)
 
馬
場
森勉
）
 
向江（陵
義
広
隣
吉
森
（
麓
直
B人)
 
低
峯
勉

朝
隈
龍
也
隣

（竹
8.51 

（崎
8
.
3
8
 
北
A
)
8
.
2
3
 

8
.
4
7
 
（
崎
森
）
8
.
4
2
 
（
有
川
A
)
8. 
13
 

東
條
（
崎
森
A純
)
 
高
田
（
陵
南
英
A光
)
 
岩下（有
健
二

有
村
（
陵
南
和
B久)
 
朝
隈
竜
也
※
 
君
付
憲
作
[※
 

8
区

8
.
3
7
 

8
.
4
2
 
川
A
)
9
.0
2
 

8
.
4
6
 
（有
川
A
)
8
.
3
3
 
（
崎
森
）
8
.2
0
 

祉
峯
（
崎
森
A勉)
 
諏
訪
（
陵
南
幸
A雄
)
 
征
牛
（
崎
毅
森
志
）
 
住
吉
（
麓
義
B輝)
 ※
 

重
森
（
麓
春
B紀
)
 
海
江
田
義
弘

9
区

12
.3
3
 

12.11 
11. 36 

11. 2
6
 

1
2
.
3
8
 
（
有
川
A
)
12. 
13 

竹
（
内
有
川
幸
C江)
 
中
山
II 幾
B代
)
 
中
山（
有
川
幾
A代
)
 
重丸（有
川
惜
A美)
 ※
 
重
丸
浄
美

上
舟
弘
美

1
0
区

4
.
2
5
 
（有
J

3
.
5
4
 

3
.
 
5
8
 

2
.
2
4
 
（有
JI/
A
)
 
2
.
2
6
 
（
陵
北
A
)
2
.29 

隈
元
（
有
川
仁
B志)
 
重
森
麓
春
A紀

重
丸
清
一
滋

＇
4
.
1
0
 
藤
谷
裕
一
郎
※
 
上
村
芳
久

11
区

10.33 
（
）
 
1
0
.
2
7
 
（
有
川
A
)
10. 
1
0
 
藤
谷
裕
（
麓
一
A郎)
 

（麓
B
)
4
.
0
2
 
（
崎
森
）
4. 
14
 

丸
山
子
真
B里)
 
桑迫（陵真南由
A美)
 ※
 

桑迫（陵真南由
A美)
 
藤
井
（
麓
朋
B博
)
 
重
丸
消
一

国
生
孝
造

12
区
（竹

4
.
2
9
 

4
.
0
9
 

4
.
0
9
 

1
0
.
0
9
 
（有
川
A
)
10
.
 11 
（
有
川
B
)
6. 
11 

海江（有田
川
C弘)
 ※
 

横山（有
川
秀
A行)
 
木馬場場（初（崎 [I幸租森A芙一)

 
）
 
水
流
添
（
麓
直
B美)
 
水
流
添
（
麓
直
B美)
 ※
 
水
流
（
麓
節
直B
美)
 

5
.2
7
 

5
.
3
9
 

4
.0
7
 

4
.
0
3
 

4
.
3
4
 

13
区

6
.
0
7
 

I
 

並
松
（
竹
子
国
A博
)
 ※
 
宮脇（杓
和
行

宮
脇
（
陵
北
和
A行)
 
有
村
（
麓
秀
B忠
)
 ※
 
堀
脇
頚

馬
場
和
美
6
.
0
3
 

14
区

9
.
1
0
 

10.41 
9
.
4
9
 

6
.
0
6
 

6. 
15 
（
崎
森
）

陵
北
A
)

（
陵
北
A
)

福
永
正

岩
元
（
崎
森
美
A奈
)
 
福
永
（
麓
和
A代
)
 ※
 
下
村
三（崎和森子
）
 
木
場
（
陵
南
東
A司)
※
 
重
丸
修
三

（麓
B
)
9
.
3
3
 

1
5
区

2
.
5
4
 

2.51 
2. 
5
2
 

9. 
1
0
 
(有
川
A
)
9. 
5
7
末
永
美
雪

福
永
み
（
麓
さ
B子)
 

※
 
（
竹
子
A
愛)
 
2
.
5
2
 

16
区

2
.
5
5
 
今
島
（
陵
南
佳
A織)
 
2
.
5
0
最
上
（
陵
南
）

紺活←一
l

掘
＇（注）
①
 
※
印
は
新
記
録
②
 
4
回
以
降
コ
ー
ス
一
部
変
更
③
 
第
6
回
は
コ
ー
ス
一
部
変
更
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第 5章 自治組織と町民の集い

四

自
冶
公
民
館
対
抗
球
技
大
会

昭
和
五
十
八
年
に
発
足
し
た
自
治
公
民
館
に
お
け
る
地
域
づ
く

り
は
、
ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
活
動
か
ら
、
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。
趣
旨

は
「
大
会
を
通
し
て
自
治
公
民
館
の
交
流
を
は
か
り
、
さ
ら
に
心

身
と
も
に
健
康
な
た
く
ま
し
い
人
間
づ
く
り
と
、
新
し
い
地
域
活

動
の
活
発
化
を
は
か
り
、
ぬ
く
も
り
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
推
進
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

主
催
は
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
と
溝
辺
町
教
育
委
員
会
で
、

毎
年
九
月
上
旬
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
種
目
は
、
男
子
バ
レ
ー
、

女
子
は
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
男
女
混
成
チ
ー

ム
で
、
四

0
歳
代
、
五

0
歳
代
、
六

0
歳
以
上
で
、
各
種
目
ご
と

に
予
選
を
行
い
、
決
勝
戦
で
順
位
を
決
め
、
種
目
別
優
勝
と
総
合

優
勝
が
あ
る
。
会
場
は
、
女
子
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
溝
辺
小

学
校
と
溝
辺
中
学
校
体
育
館
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
溝
辺
町
総

合
体
育
館
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
町
営
運
動
場
で
実
施
さ
れ
る
。
競

技
参
加
人
員
は
約
一

0
0
0人
で
、
町
民
あ
げ
て
の
球
技
大
会
と

な
っ
て
い
る
。
成
績
は
第
23
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第23表 球技大会優勝チーム

男子 女子ミニ
ゲ ート ボール

ム
ノ、レー ノ、レー 1 総 ロ

40歳代 50歳代 i 60歳以上 I

(158年回） 玉 利 陵

北地 l ＇ 

(259年回） 玉 利 論

(360年回） 論 地 宮 久 水尻、横頭 陵 北

(461年回） 玉 利 西 原 玉 利 縄 玉 利

(562年回） 玉 利 石 原 十三塚 石 峯 大川内 石 原
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第1部 総 編

財
団
法
人
有
川
育
英
会

第
六
章

大
字
組
織
と
地
域
活
動

昭
和
三
十
三
年
三
月
（
初
版
に
は
「昭
和
三
十
五
年
三
月
」
と
あ
る
が
誤
り
）

財
団
法
人
有
川
育
英
会
が
、
文
部
大
臣
よ
り
設
立
認
可
さ
れ
、
将

来
有
為
な
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
育
英
事
業
を

主
体
と
し
た
大
字
運
営
に
変
更
さ
れ
た
。
従
来
事
業
運
営
に
要
す

る
財
源
は
、
主
と
し
て
財
産
運
用
（
主
と
し
て
立
木
売
払
収
入）

に
依
存
し
て
き
た
が
、
山
林
経
営
の
不
振
、
特
に
木
材
価
格
の
低

迷
と
山
林
保
育
に
要
す
る
経
費
の
増
高
に
よ
り
、
会
自
体
の
運
営

も
窮
迫
の
状
況
に
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
九
年
、
宗
教
法
人
惟
神
教
よ
り
横
峯
地
区
の
山
林
買

受
申
出
が
あ
り
、
同
法
人
の
開
発
利
用
計
画
の
検
討
、
育
英
会
の

将
来
財
政
運
用
な
ど
に
つ
き
、
つ
ぶ
さ
に
検
討
の
結
果
、
こ
れ
を

処
分
し
て
売
却
代
金
を
基
本
財
産
と
し
、
運
用
益
を
主
財
源
と
し

て
会
の
運
営
を
は
か
る
こ
と
と
な

っ
た
。

以
下
、
初
版
発
行
後
の
会
の
主
な
動
き
を
記
録
す
る
。

3
 

2
 

会
長

第
24
代
ー
第
28
代

(47
年
4
月
ー
57
年
3
月）

小
野

義

行

第
29
代

(57
年
4
月
ー
59
年
3
月
）

竹
ノ
内
春
見

第
30
代
ー
第
31
代

(59
年
4
月
ー
63
年
3
月
）
大
山

三
平

第
32
代

(63
年
4
月
ー
現
在

）

桑

迫

勲

決
算
（
昭
和
61
年
度
、
主
要
項
目
、
単
位
千
円
）

①
収
入
△
基
本
財
産
収
入
三
五
七

一
△
預
金
利
子
収
入
九

0
0

△
返
還
金
四
〇
六
△
雑
収
入
二
四
一
五
△
繰
越
金
一
八
八
四

―――
 ③
支
出
△
奨
学
費

―
二

0
0△
教
育
奨
励
費
六
〇
△
基
本
財
産

購
入
費
四
六
〇

事
業

①
奨
学
事
業

本
会
の
主
と
な
る
事
業
で
、
設
立
以
来
昭
和
五
十
九
年
度
ま

で
高
校
進
学
者
に
月
四

0
0
0円
一
一
一
年
間
、
大
学
進
学
者
に

月
六

0
0
0円
四
年
間
、
昭
和
六
十
年
よ
り
高
校
月
八

0
0

0
円
、
大
学
月

一
万
二

0
0
0
円
を
無
利
子
で
貸
付
け
、
償

還
は
据
置
き
一
年
、
在
学
年
数
の
二
倍
の
年
数
と
な
っ
て

い

る
。
昭
和
五
十
三
年
よ
り
六
十
二
年
ま
で
の
延
べ
借
受
者
数

は
、
大
学
二

0
名
、
高
校
四
四
名
で
あ
る
。

ー
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第 6章 大字組織と地域活動

い
財
産
管
理

用
。

0
昭
和
六
十

一
年
六
月
、
有
川
古
屋
敷
山
林

一
筆
、

一
―
九

八
平
方
”
い
を
四
六
万
円
で
基
本
財
産
と
し
て
取
得
。

明治100年記念造林の碑

⑥
財
産
取
得

③
財
産
処
分

0
昭
和
五
十
九
年
六
月
横
峯
地
区
山
林
九
筆
、
二
0
万
九

一
五

0
平
方
屈
を
宗
教
法
人
惟
神
教
へ
約
八

0
0
0万
円

で
売
却
。

0
昭
和
五
十
九
年
七
月
、
畑
総
事
業
フ
ァ
ー
ム
ボ
ン
ド
用
地

と
し
て
、

横
峯
地
区
山
林
一二筆、

一
万
一
九
二
七
平
方
屈

を
県
知
事
へ
約
四

0
0万
円
で
売
却
。

0
昭
和
五
十
四
年
一

月
、
役
場
新
築
移
転

の
た
め
、
役
場
跡
、

士
地

一
0
0九
平
方

屈
建
物
六
一
九
乎
方

屈
を
一

0
0
0万
円

で
町
か
ら
取
得
、
大

字
公
民
館
と
し
て
利

副

会

長

任

労
力
確
保
困
難
の
た
め
、
有
川
尾
ノ
ロ
五
万
八
八
三
二
乎

方
”
い
に
つ
き
、
森
林
開
発
公
園
と
分
収
契
約
を
し
た
。

契
約
年
月
日
昭
和
六
十
年
十
月
――-
+

―
日

契
約
存
続
期

間

四

五
年
間

植

栽

樹

種

、
杉
・
檜

分

収

割

合

大

字

四
〇
貯
、
森
林
組
合
一

〇
宕
、
森

林
開
発
公
団
五
〇
貯

財
団
法
人
竹
子
共
正
会

郷
土
誌
初
版
は
昭
和
四
十
八
年
十

一
月
三
日
発
刊
さ
れ
、
本
項

内
容
記
事
は
、
創
設
期
か
ら
昭
和
四
十
――一
年
度
ま
で
記
述
さ
れ
て

い
る
の
で
、
本
書
で
は
昭
和
四
十
四
年
か
ら
六
十
二
年
ま
で
の
動

静
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

歴
代
会
長

・
副
会
長

代
位

会

長

＿

＿

昭

44
1
4
7
年
度

蔵

園

哲

二

下

久

保

倅

―
-
＿

花
堂

義

直

ご
一

仮
屋
園
静
男

一
下
久

保

倅

一
昭
48
1
49
年
度

ー

期
（
二
年
）
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第1部 総 編

竹子共正会の造林記念碑

昭59年11月、高槻電機竹子
工場前に建立され たもの
で、殴面に年次ごとの植林
状況か記されている。

2

昭
和
四
十
二
年
以
降
実
施
し
た
主
な
事
業

①
山
林
事
業

「
山
に
は
木
を
里
に
は
人
を
」
と
い
う
山
づ
く
り
人
づ
く
り
を

会
是
と
す
る
竹
子
共
正
会
で
は
、
そ
の
経
営
主
体
を
造
林
に
お
い

て
お
り
、
そ
の
果
実
収
益
を
も
っ
て
会
運
営
の
主
た
る
財
源
と
し

て
い
る
た
め
、
創
設
以
来
山
林
経
営
の
意
欲
は
極
め
て
高
く
毎
年

一
回
（
七
！
八
月
）
―
―10
0
余
人
の
区
民
が
一
斉
参
加
し
て
の
下

払
い
作
業
を
す
る
な
ど

二
0
0余
ゥ
”
の
山
林
の
育
成
に
努
め
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
国
策
に
よ
る
林
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
り
林
道
の

整
備
舗
装
、
既
植
林
の
除
間
伐
、
枝
打
ち
、
新
植
な
ど
を
、
年
次

，
 村

田

二

男

神

田

司
中
久
保
信
義

昭

5
0
1
60
年
度

ニ――

仮
屋
圏
静
男

昭
61
年
度

1
現
在

西
野

立

夫

丸

山

忍

一

四

仮

屋
園
静
男

I , . 

岩

切

澄

雄

内
之
段

肇

神

田

高

浜

田

侃

別

府

明

夫

前

畠

茂

監

事

新

村

藤

吉

岩

切

操

計
画
に
基
づ
い
て
年
々
整
備
育
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
業

は
、
一
部
請
負
と
森
林
組
合
労
務
班
に
委
託
す
る
ほ
か
大
部
分
は

老
齢
化
し
た
役
員
の
出
役
作
業
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
現
状

で
、
当
世
不
振
を
極
め
る
農
林
業
の
労
力
不
足
を
物
語
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
鑑
み
、
残
余
の
雑
木
林
、
原
野
な
ど
一

―
―
-
•

一
四
ウ
りを
昭
和
六
十
二
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、
国
の
森
林

開
発
公
団
と
分
収
林
と
し
て
委
託
契
約
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
役
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

▽

会

長

▽
副

会

長

▽
林
野
部
長

▽
同
副
部
長

▽
水
道
部
長

▽
同
副
部
長

▽

理

事

村
田

二
男

仮
尾
園
静
男

岩

元

進

山

口

優

西

野

立

夫

恒

吉

米

夫

倉

元

俊

夫

丸

山

忍

入

部

好

切
水
道
事
業

昭
和
四
十
二
年
設
置
し
た
竹
子
の
簡
易
水
道
は
、
網
掛
川
上
流

ゅ
う

の
宮
川
内
長
尾
山
系
の
湧
水
を
水
源
と
し
て
い
る
。
設
置
の
時
点

で
は
、
集
落
単
位
の
水
道
が
未
加
入

の
た
め
加
入
戸
数
i

は
少
な

75 



第24表

第6章

水道施設改善に要した主な工事

大字組織と地域活動

年度 1 場所 工 事 の 内 容 金 額

昭年月
（有馬虎夫商店）

円

47 6 水源地 ろ過槽の整備 850,000 

48 ， 祝俊園上 受水槽 （黒木水道工務店） 1,000,000 

49 ， 各戸メーター取り付け 1. 800,000 

53 6 水源地 ろ過槽改良及び外囲の棚設置 （三和興業） l, 700,000 

57 3 宮脇地区 県営畑総事業関連幹線 （第一建設） 1. 300, 000 

58 3 極楽地区 同 上 （大英建設） 990,000 

” 
， 宮川内地区 同 上 （清文建設） 1,007,000 

59 6 ” 同 上 （岩沢建設） 1,250,000 

61 5 水源地 水源改良、 クソク増設工事 ( 末黒木重工建務設店）， 8,072,000 

62 3 竹子原 県営畑総、パイプ敷設替工事 （岩元設備） 2,030,000 

合計 l I 19,999,000 

る
。
需
要
量
の
も
っ
と
も
大
き
い
の
は
、
唯
一
の
企
業
で
あ
る
高

十
二
年
十
一
月
末
現
在

二
戸
平
均
月
ニ
―
―
―
六
円
と
な
っ
て
い

く
、
料
金
も
一
律
わ
ず
か

一
カ
月

一
0
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
順

次
加
入
が
促
進
さ
れ
る
に
従
っ
て
水
量
不
足
を
来
し
、
施
設
（
水

源
配
管
、
タ
ン
ク
な
ど
）
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
節
水
と
料

金
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
昭
和
四
十
九
年
メ
ー
タ

ー
器
を
設
置

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
集
落
単
位
の
水
道
を
廃
止

し
て
ほ
と
ん
ど
全
戸
加
入
と
な
り
、
現
在
―
―
―
八
二
戸
の
加
入
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
水
源
設
備
の
不
備
に
よ
る
水
不
足
の
状
態
が

絶
え
ず
、
水
道
部
は
そ
の
管
理
に
追
わ
れ
苦
悩
の
連
続
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
六
十

一
年
度
、
加
治
木
営
林
署
の
好
意
あ
る
用
地
の
提

供
と
町
の
多
額
の
助
成
を
得
て
水
源
地
の
抜
本
的
改
修
を
行
い
水

量
不
足
は

一
応
解
消
さ
れ
た
。
し
か
し
な
お
給
水
施
設
（
配
水

管
、
タ
ン
ク
な
ど
）
の
整
備
が
急
が
れ
、
年
次
的
に
改
良
し
つ
つ

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
昭
和
五
十
七
年
開
始
さ
れ
た
竹
子
原

畑
総
事
業
に
関
連
し
て
大
方
幹
線
も
整
備
さ
れ
、
経
営
状
態
も
一

応
順
調
と
な
り
、
今
や
会
の
運
営
財
源
は
山
林
に
代
わ
っ
て
そ
の

主
体
と
な
っ
て
い
る
。

供
給
単
価
は
湧
水
の
自
然
流
下
の
た
め
安
く
、
現
在
一
般
家
庭

（
畜
産
等
業
務
用
を
含
む
）
三
八

二
戸
に
給
水
し
て
い
る
が
、
六
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丸
山
別
府
岩

切

澄

雄

清

藤

実

次

⑥
竹
子
原
県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業

畑
地
農
業
の
基
盤
条
件
の
最
も
悪
い
竹
子
原
農
業
の
近
代
化
を

▽
理

山
口
恒
吉
村
田

明
男

▽
監

事

岩
切

忍 優

上
牟
田
未
彦

岩

切

忠

雄

新

村

藤

吉操

二
男
立
夫
米
夫

上
野
川
越 碑念

、ヽノ成

記工竣

完

事

月ーー年

工
ー6
 

良改

図

地源水

槻
電
機
で
通
年
月
平
均

―
一
万
五
―
―

四
円
。
一

般
家
庭
の

一――――

貯
を
占
め
企
業
誘
致
の
効
果
あ
ら
た
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
時
点
に
お
け
る
役
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

▽

会

長

仮

屋

園

静

男

▽

副

会

長

西

野

▽
常
務
理
事事

時
男

内
之
段

入
部

次
男肇好

進
め
る
た
め
に
は
、
基
盤
整
備
は
必
須
の
要
件
で
あ
る
と
し
て
、

そ
の
推
進
段
階
に
お

い
て
共
正
会

（
当
時
会
長
村
田
二
男
）
が
母

体
と
し
て
推
進
を
始
め
た
の
が
昭
和
五
十
六
年
で
あ
る
。
翌
五
十

七
年
土
地
改
良
区
が
発
足
し
て
事
業
を
開
始
し
、
現
在
継
続
中
で

あ
る
が
、
昭
和
六
十
二
年
度
現
在
、
過
去
六
年
間
に
共
正
会
が
出

資
し
た
助
成
金
は

一
八
五
万
円
で
あ
る
。

3

寄
附
行
為
の
全
部
改
正

昭
和
一
二
十
二
年
法
人
設
立
時
の
寄
付
行
為
を
、
時
代
に
即
応
し

て
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
附
県
教
委
の
認
可
を
得
て
全
部

改
正
し
た
。
改
正
の
要
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
基
本
財
産
の
定
義
を
具
体
化
し
部
分
林
設
定
の
規
定
を
加

え
た
。

②

役
職
員
の
選
任
方
法
な
ど
を
明
確
に
し
、
部
会
を
設
け
て

業
務
分
担
を
明
確
に
し
、
給
与
規
定
を
明
文
化
し
た
。

③
評
議
員
に
つ

い
て
は
全
面
改
正
し
て
別
に
一
章
を
設
け
、

そ
の
選
出
方
法
・
任
務
な
ど
を
具
体
化
し
た
。

④
維
持
会
員
の
定
義
、
権
利
義
務
を
明
確
化
す
る
な
ど
全
面

改
正
し
た
。

⑤

そ

の

他
文
言
、
条
文
を
整
理
し
補
足
修
正
し
て
分
か
り
や

す
い
も
の
と
し
た
。
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第6章 大字組織と地域活動

て
き
た
が
、
近
年
ま
す
ま
す
老
朽
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
自

彊
会
と
し
て
は
、
数
年
来
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
こ
の
際
大
改
築

す
る
こ
と
と
し
た
。
乏
し
い
財
政
の
中
か
ら
、
数
年
に
わ
た
り
積

立
金
な
ど
資
金
蓄
積
を
図
っ
て
は
き
た
も
の
の
、
会
の
手
持
ち
資

金
で
は
大
き
く
不
足
す
る
の
で
、
大
字
区
民
は
も
ち
ろ
ん
、
ひ
ろ

く
町
内
外
に
浄
財
を
仰
ぐ
こ
と
と
し
た
。

そ
の
経
緯
の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

建
築
契
約
昭
和
六
十
二
年
十
月
二
十
八
日

起

工

式

同

十

一

月

十

日

竣

工

同

三
月
二
十
七
日

荻
迫

岩
元

追
鳥

義
成
武
男

(37
1
4
0
年）

(
41
1
44
年）

山
元

政
徳
静
彦

(53ー

54
年）

(55ー

56
年）

本
吉

廣
志

(31ー

36
年）

本
吉

荻
迫

正
男

(
2
4
1
31
年）

追
鳥

嘉
成

(45ー

50
年）

光
夫

(51ー

52
年）

績

(
2
4
1
50
年）

本
吉
光
夫

(
5
1
1
5
2
年）

東

郷

正

(
5
3
1
54
年）

〇
副
会
長

松
山

今

村

優

(55ー

58
年）

松
山

浩

(59
ー
現
在
）

三
縄
自
彊
会

一
二
縄
自
彊
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
創
立
か
ら
昭
和
四
十
六
年
度

ま
で
の
運
営
状
況
は
、
初
版
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、

以
降
の
主
な
運
営
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

1

前
玉
神
社
の
大
改
築

三
縄
自
彊
会
が
奉
祀
す
る
前
玉
神
社
は
天
文
十
二
年
(
-
五
四

三
年
）
の
建
立
と
さ
れ
て
い
る
（
初
版
）
。
以
来
四
百
数
十
年
を
経
、

そ
の
間
何
回
と
な
く
一
部
補
修
を
く
り
返
し
、
そ
の
護
持
に
努
め

長

六
一
六
万
八

0
0
0円

う
ち
寄
付
金
三
六
一
万
九

0
0
0
円

（
う
ち
町
外
約
一
―

10万
円
）

0
用
材
は
大
字
有
林
を
伐
採
、
約
四
三
立
方
屈
(
-
五
三
石
）
を

使
用
、
役
員

・
地
区
民
の
労
力
奉
仕

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ほ
ぼ
新
築
と
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
の
大
改
築

と
な
っ
た
前
玉
神
社
は
、
う
っ

そ
う
た
る
緑
の
中
に
、
朱
塗
り
の

社
殿
が
そ
の
威
容
を
誇
っ
て
い
る
。

地
区
役
員
、
住
民
の
努
力
は
も
と
よ
り
、
広
く
町
内
外
崇
拝
者

の
御
協
力
の
賜
で
あ
る
。

2

歴
代
役
員
（
昭
和
二
十
四
年
以
降
）

0
会

総
工
事
費
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三縄 • 前玉神社

三
五
名
）

る
者
ま
た
は
地

域
出
身
者
で
町

内
に
居
住
す
る

者
。
（
結
成
当
時

②
会
員
は
三
縄
地

域
内
に
居
住
す

野
実

(57ー

58
年）

三
友
会
の
結
成

大
字
一
二
縄
は
、
本
町
五
大
字
の
中
で
面
積

・
人
口
と
も
に
最
も

小
さ
く
、
自
然
的
立
地
条
件
に
も
恵
ま
れ
ず
、
経
済
的

・
社
会
的

に
も
発
展
性
に
乏
し
い
地
区
で
あ
る
が
、
昭
和
六
十
二
年
十
二
月

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「三
友
会
」
が
結

①
会
員
相
互
の
親

睦
と
、
地
域
の

活
性
化
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

成
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
会
の
概
要

3
 波
江

本
吉

東
司

(59
ー
現
在
）

③
概
ね
二
五
歳
か
ら
四
五
歳
ま
で
の
男
子
。

④
総
会
の
ほ
か
、
年
四
回
の
定
例
会
を
開
く
。

活
動
と
し
て
は
、
前
記
前
玉
神
社
改
築
に
あ
た
り
、

四
日
間
の

奉
仕
活
動
を
行
っ
た
。
結
成
後
日
も
浅
く
、
ま
だ
見
る
べ
ぎ
実
績

は
挙
げ
て

い
な
い
が
、

今
後
こ
の
会
が
一
二
縄
地
域
発
展
に
大
き
く

貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

麓
生
産
森
林
組
合
・
麓
公
正
会

麓
生
産
森
林
組
合
の
前
身
は
麓
公
正
会
で
あ
る
が
、
そ
の
経
緯

に
つ
い
て
は
初
版
に
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

1

運
営
状
況

生
産
森
林
組
合
の
運
営
は
総
会
制
を
と
り
、
組
合
長
、
理
事
を

執
行
部
と

し
て
、
監
事
を
お
き
健
全
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。

事
業
内
容
は
生
産
森
林
組
合
と
し
て
植
林
、
増
植
、
育
林
を
主
目

的
と
し
て
い
る
。
結
成
当
初
は
運
営
の
大
半
が
林
産
品
販
売
代
金

の
収
益
金
で
あ
っ
た
た
め
、
運
営
は
か
な
ら
ず
し
も
楽
で
は
な
か

っ
た
が
、
空
港

・
県
道
ハ
イ
パ
ス

・
住
宅
団
地
・
九
州
縦
貫
自
動

車
道
な
ど
へ
の
土
地
譲
渡
代
金
が
収
入
と
な
り
、
そ
の
後
安
定
し

た
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
二
年
十

四
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連
す
る
事
項
の
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

1

運
営
状
況

は
古
い
伝
統
を
守
り
つ
つ
評
議
員
制
の
意
見
を
中
心
と
し
て
相
関

明治100年記念造林の碑

0
平
方
屈
の
土
地
を

活
用
す
べ
く
直
営
駐

造
成
を
進
め
た
空
港

前
の
約
一
万
二

0
0

公
社
と
共
同
で
埋
立

車
場
を
ォ

ー
プ
ン
さ

せ
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
か
ら
入
札
方
式
に

よ
る
民
間
委
託
と
し

た
。
こ
の
駐
車
場
か
ら
毎
年
八

0
0万
円
以
上
の
収
入
か
確
保
さ

れ
、
ま
す
ま
す
安
定
し
た
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
財
務
会
計
状
況
を
反
映
し
て
、
会
員

（
組
合
員
）
へ
の
配
当
が
数
次
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
―
――

年
度
か
ら
麓
共
同
利
用
施
設
（
昭
和
五
十

一
年
度
建
設
）
の
管
理

運
営
一
切
を
町
か
ら
引
き
受
け
、
公
正
会
、
生
産
森
林
組
合
の
運

営

・
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
時
代
に
即
応
す
る
新

体
制
が
発
足
す
る
こ
と
と
な
り
、
町
及
び
自
治
公
民
館
と
の
連

係
、
人
工
林
の
計
画
的
経
営
、
区
内
の
生
活
環
境
整
備
の
連
係
な

ど
積
極
的
地
域
活
動
に
寄
与
し
て
い
る
。
任
意
団
体
の
麓
公
正
会

二
月
に
は
、
町
開
発

崎
森
共
志
会
に
つ
い
て
は
初
版
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
の

で
、
昭
和
四
十
七
年
以
降
の
運
営
状
況
及
び
地
区
の
推
移
に
つ
い

て
記
述
す
る
。

2
 

五
崎
森
共
志
会

役
員

0
歴
代
会
長
（
昭
和
45
年
以
降
）

横

山

巌

夫

(45
年
5
月
1
5
2
年
9
月）

重

森

吉

利

(52
年
10
月
1
5
7
年
3
月）

横

山

巌

夫

(57
年
4
月
1
6
0
年
2
月）

重

森

吉

利

(60
年
6
月
1
現
在
）

0
現
役
員

従
来
の
理
事
一

0
名
、
監
事
三
名
を
理
事
七
名
、
監
事
一
一
名
に

縮
小
し
、
合
理
化
を
図
っ
て
い
る
。

▽
理
事
11
重
森
吉
利
（
公
正
会
長
）
、
重
森
行
雄
（
公
正
会
副

会
長
）
、
東
郷
昭
、
満
塩
郁
夫
、
徳
重
貞
利
、
末
重
忠
男
、

岩
元
春
美

▽
監
事
11
住
吉
優

（代
表
監
事
）
、
米
丸
一
夫
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い
る
。
ま
た
上
野
台
地
に
鹿
児
島
女
子
大
学
も
建
設
さ
れ
、
地
区

れ
、
集
会
、
集
団
検
診
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
利
用
さ
れ
て

文
化
面
で
も
馬
立
分
校
跡
地
に
崎
森
地
区
公
民
館
が
建
設
さ

大
字
の
運
営
は
主
と
し
て
立
木
の
売
却
収
入
に
よ
る
も
の
で
あ

る
が
、
今
は
適
齢
樹
林
が
少
な
く
、
ま
た
木
材
価
格
の
低
迷
と
山

林
保
育
費
の
増
高
に
よ
り
会
の
運
営
は
窮
迫
の
状
況
に
あ
る
。
近

年
の
主
な
補
助
事
業
と
し
て
は
毎
年
小
中
学
校
の
図
書
費
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
五

0
0
0円
、
地
区
の
消
防
費
補
助
と
し
て
―
―
一
万
円
の

支
出
で
あ
る。

昭
和
四
十
七
年
四
月
鹿
児
島
空
港
開
港
以
後
、
当
地
区
は
交
通

網
の
整
備
、
企
業
立
地
な
ど
大
き
く
変
容
し
た
。
馬
立

・
久
保
山

地
区
は
県
道
白
石
ー
論
地
ー
城
線
（
現
在
隼
人
ー
加
治
木
線
）
の

開
通
に
よ
り
交
通
の
便
が
良
く
、
住
宅
地
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、

居
住
者
は
年
ご
と
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
当
地
区
に
立
地
し

た
主
な
企
業
は
東
洋
高
圧
、
コ
カ
コ
ー
ラ
、
溝
辺
酒
販
、
九
建
リ

ー
ス
社
な
ど
で
あ
り
、
地
区
民
の
就
業
機
会
の
増
大
に
貢
献
し
て

い
る
。
ま
た
崎
森
ー
隼
人
線
の
馬
立
信
号
機
よ
り
南
部
に
通
ず
る

道
路
改
良
が
完
成
し
魔
の
カ
ー
プ
が
解
消
さ
れ
、
交
通
事
故
が
減

少
し
地
区
民
に
喜
ば
れ
て
い
る
。
今
後
崎
森
ー
隼
人
線
の
改
良
工

事
の
早
期
着
工
が
望
ま
れ
る
。

副

会

長

会

長

2
 

末

永

正

美

徳

永

重

幸

昭
和
57
年
度

民
に
対
し
向
学
へ
の
起
爆
剤
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

会
の
運
営
機
構
は
会
長
一
名
、
副
会
長
一
名
、
総
代
六
名
ほ
か

に
各
自
治
会
選
出
の
評
議
員
一
四
名
で
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

歴
代
の
正
副
会
長

昭
和
41
年
度

一
昭
和
50
年
度

一

一
末
原

栄

吉

一
岩

元

時

義

一

一
馬
場

政

徳

一
徳

永

重

幸
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